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量
綱
彩
色
の
研
究

色
彩
の
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史
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量
綱
彩
色
と
は
、
淡

い
色
か
ら
濃

い
色

へ
色

を
段
階
的

に
変
化
さ
せ

て
作

っ
た
色

の

帯

を
対
比
的

に
組
み
合
わ
せ

て
、
立
体
感

や
明
る

い
多
色
感
な
ど

の
色
彩
効
果
を
あ
げ

る
彩
色
装
飾

の

一
技
法

で
あ

る
。

わ
が
国

へ
は
中
国
よ
り
伝
え
ら
れ
、
奈
良

・
平
安
時

代
を
中
心

に
、
建
築
、
仏
像
、
仏
具

な
ど
の
文

様

の
彩
色

に
さ
か
ん

に
用

い
ら
れ
た
。

今
回
、
飛
鳥

・
白
鳳
時
代
か

ら
鎌
倉
時

代

に
か
け

て
の
量
綱
彩
色

に
用

い
ら
れ
た
色

彩

に

つ
い
て
調
査
し

た
結
果
、
時
代

に
よ

っ
て
使
用
さ
れ
る
量
細

の
種
類
、
組
合
せ
、

輪
郭
線

の
色

に
違

い
が
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。

本
稿

で
は
各
時
代

に
見

ら
れ
る
量
綱
彩

色

の
色
彩
的
特
徴
を
明
ら
か

に
し
、

そ
こ
か

ら
生
ま
れ

る
色
彩
効
果

に
着
目

し
な
が
ら
、
わ
が
国

に
お
け

る
量
細
彩
色

の
受
容
か

ら

発
展
、
衰
退

の
過
程

に

つ
い
て
考
察

を
試
み
る
。

1

は
じ
め

に

わ
が
国
古
代
に
お
け
る
特
徴
的
な
彩
色
法
の

一
つ
に
量
綱
彩
色
が
あ
る
。
量
綱

は
繧
綱
、
古
く
は
雲
間
、
ま
た
は
う
げ
ん
と
も
い
っ
た
。
わ
が
国

へ
は
中
国
よ
り

伝
え
ら
れ
、
以
降
、
奈
良

・
平
安
時
代

を
中
心
に
寺
院
建
築
、
仏
像
、
仏
画
、
工

芸
品
な
ど
の
彩
色
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
彩
色
装
飾
の

一
技
法
で
あ
る
。
量
綱
彩

色
で
は
、
淡
い
赤
、
赤
、
濃
い
赤
と
い
う
よ
う
に
、
色
を
淡
い
色
か
ら
濃
い
色

へ

段
階
的
に
変
化
さ
せ
た
色
の
帯
を

つ
く
り
、
さ
ら
に
そ
の
色
の
帯
を
青
と
赤
な
ど
、

対
照
的
な
他
の
色
の
帯
と
組
み
合
わ
せ
て
用
い
て
装
飾
的
な
効
果
を
あ
げ
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

本
論
で
は
、
わ
が
国
の
飛
鳥

・
白
鳳
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
ま
で
の
建
築
、
天
蓋
、

壁
画
、
板
光
背
、
台
座
蓮
弁
、
工
芸
品
に
施
さ
れ
た
量
綱
彩
色
に
つ
い
て
調
査
し

た
結
果
、
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
と
な

っ
た
事
柄
に
つ
い
て
、
色
彩
の
歴
史
的
変
遷

と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
て
み
た
い
。

な
お
、
本
論
で
い
う
量
綱
彩
色
と
は
、
主
に
立
体
感
、
明
る
い
多
彩
感
の
表
現

を
目
的
と
し
て
、
同

一
ま
た
は
隣
り
合
う
色
相
に
属
す
る
二
色
以
上
の
色
を
用
い
、

二
段
以
上
の
明
確
な
色
の
階
調
を
保
ち

つ
つ
、
淡
色
か
ら
濃
色

へ
段
階
的
に
色
を

重
ね
て
ゆ
く
彩
色
法
を
さ
す
。
量
綱
は
中
心
と
な
る
色
に
よ

っ
て
、
青
系
量
綱
、

群
青
系
量
綱
な
ど
色
名
ま
た
は
色
料
名
を
用
い
て
区
別
さ
れ
る
が
、
本
論
で
は
基

本
的
に
色
名
を
も
と
に
、
量
綱

の
種
類
を
赤
系
、
赤
燈
系

・
榿
系

・
緑
黄
系

・
緑

系

・
青
系

・
紫
系

・
褐
色
系

の
八
種
類

に
分
け
て
用
い
る
。
赤
榿
系
と
は
、
赤
系

量
綱
の
淡
色
に
淡
い
赤
色

で
は
な
く
榿
色
を
用
い
る
量
綱
を
い
い
、
緑
黄
系
と
は
、

緑
系
量
綱
の
淡
色

に
淡

い
緑
色

で
は
な
く
黄
色
を
用
い
る
量
細
の
こ
と
を
い
う
。

ま
た
、
量
綱
に
は
、
文
様

の
外
側
か
ら
内
側
に
向
か

っ
て
色
が
濃
く
な

っ
て
い
ゆ

く
も
の
と
、
反
対

に
文
様
の
内
側
か
ら
外
側
に
向
か

っ
て
色

の
濃
く
な
る
も
の
の
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二
種
類
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
通
例
に
従
い
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
前
者
を
正

量
綱
、
後
者
を
逆
量
綱
と
呼
び
、
区
別
す
る
こ
と
と
す
る
。

H

飛
鳥

・
白
鳳
時
代

わ
が
国
の
量
綱
的
な
色
彩
を
も

つ
最
古
の
遺
例
は
、
飛
鳥
時
代
、
推
古
三
〇
年

(六
二
二
)

の
中
宮
寺
天
寿
国
繍
帳
で
あ
る
。
同
繍
帳
の
当
初
部
分
、
羅
地
上
、

中
段
右
部
の
蓮
華
の
蓮
弁
に
、
中
心
部
か
ら
外
側
に
向
か

っ
て
黄
、
緑
、
青
で
あ

ら
わ
さ
れ
た
量
綱
的
な
配
色
を
み
る
こ
と
が
で
き
る

(図
1
)
。
し
か
し
、
彩
色

で
あ
ら
わ
さ
れ
た
量
綱
遺
例
は
、
や
や
時
代
が
下
り
、
法
隆
寺
金
堂
の
天
井
格
間

に
描
か
れ
た
花
文
の
彩
色
が
最
古

の
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
代
の
量
綱
彩

色
の
主
な
遺
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

法
隆
寺
金
堂

天
井
画

(図
2
)

法
隆
寺
金
堂
天
蓋

(中

の
間

・
西

の
間
)

法
隆
寺
五
重
塔

天
井
画

法
隆
寺
金
堂

壁
画

法
隆
寺
伝
橘
夫
人
念
持
仏
厨
子

天
井
画

部
位
と
文
様

法
隆
寺
金
堂
お
よ
び
五
重
塔
、
金
堂
天
蓋

念
持
仏
厨
子
の
天
井
格
間
に
は
、

が
描
か
れ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
花
文

に
は
、

の
の
立
体
感
に
と
ぼ
し
く
、

天
井
格
縁
に
も
量
綱
彩
色
を
施
す
例
が
多
い
が
、

塗
布
す
る
の
み
で
輩
綱
彩
色
は
行
わ
れ
な
い
。

理
路
や
頭
飾
、

七
世
紀
末
～
八
世
紀
初
頭

七
世
紀
末
～
八
世
紀
初
頭

七
世
紀
末
～
八
世
紀
初
頭

七
世
紀
末
～
八
世
紀
初
頭

七
世
紀
末
～
八
世
紀
初
頭

(中
の
間

・
西

の
間
)
、

伝
橘
夫
人

一
間

に
つ
き

一
花
、
六
弁
ま
た
は
五
弁
の
花
文

量
綱
的
な
色
彩
は
認
め
ら
れ
る
も

平
面
的
な
印
象
を
与
え
る
も
の
が
多
い
。
後
世
で
は

こ
の
時
代
で
は
格
縁
は
赤
色
を

法
隆
寺
金
堂
壁
画
で
は
、
菩
薩
の

第
二
号
壁
の
半
珈
形
菩
薩
像

の
台
座
、
第
十
二
号
壁
の
十

一
面
観

音
菩
薩
立
像
の
台
座
蓮
弁
な
ど
に
明
確

な
量
綱
彩
色
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

畳
綱
の
種
類

(
表
1
)

赤
系

・
緑
系

・
青
系

・
褐
色
系

・
赤
灰
系

の
量
綱
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
の
四
種

類
を
同
時

に
使
用
す
る
例
が
多
い
。
中

で
も
赤
系
、
緑
系
量
綱
の
使
用
が
目
立

つ
。

ま
た
、
赤
系

・
緑
系

・
青
系
量
綱
は
以
後
も
継
続
し
て
使
わ
れ
て
ゆ
く
量
綱
で
あ

る
が
、
赤
灰
系
量
綱
は
、
奈
良
時
代
以
降
に
は
遺
例
が
な
い
。
褐
色
系
量
綱
と
と

も
に
色
料

の
変
槌
色

に
よ
る
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ

不
明

で
あ
る
。

段
数

(表
2
)

こ
の
時
代

の
量
綱
は
二
～
四
段
の
段
数

の
も
の
が
あ
り
、
白

・
中
心
色

・
濃
色

(ま
た
は
黒
)
の
三
段
と
す
る
も
の
が
最
も
多
い
。
ま
た
、

最
淡
色

の
白

の
段
は

輪
郭
線
と
の
間
に
下
地

の
白
色
を
わ
ず
か
に
塗
り
残
す
こ
と

(填
彩
)
で
あ
ら
わ

さ
れ
る
た
め
、
立
体
感

の
表
現
に
乏
し
く
、
塗
り
分
け
忙
近
い
印
象
を
与
え
る
。

組
み
合
わ
せ

(表
3
)

基
本
的

に
は
、
寒
色
系
と
暖
色
系
を
組
合
わ
せ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
規
則
性
は

見
出
し
に
く
い
。
現
存
す
る
作
例
で
は
、
緑
系
と
暖
色
系

(赤
系
ま
た
は
榿
系
)

の
組
み
合
わ
せ
が
目
立

つ
。
法
隆
寺
金
堂
壁
画
中
、
第
六
号
壁
の
観
音

・
勢
至
菩

薩
の
理
路

の
玉
を
連
ね
た
よ
う
な
首
飾
り
に
は
、
青
系

・
赤
系

・
緑
系

・
赤
系
と
、

赤
系
量
網

の
間
に
緑
系
、
青
系
量
綱
を
交
互
に
規
則
正
し
く
配
置
す
る
例
を
み
る

こ
と
が
で
き
る
。

輪
郭
線

(表
4
)

法
隆
寺
金
堂
お
よ
び
同
五
重
塔
の
天
井
画

で
は
黒
の
輪
郭
線
が
用
い
ら
れ
る
が
、

こ
れ
よ
り
や
や
時
代
が
下
る
と
考
え
ら
れ
る
法
隆
寺
金
堂
中
央
お
よ
び
西
の
問
の

天
蓋
、
同
金
堂
壁
画
、
伝
橘
夫
人
念
持
仏
厨
子

で
は
赤
の
輪
郭
線
の
使
用
が
認
め

ら
れ
る
。
よ

っ
て
輪
郭
線
の
色
は
、

こ
れ
ら
が
製
作
さ
れ
た
七
世
紀
末
か
ら
八
世

紀
初
頭
に
か
け
て
、
黒
か
ら
赤

へ
と
変
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

飛
鳥

・
白
鳳
時
代

の
量
綱
彩
色
の
特
徴

飛
鳥

・
白
鳳
時
代
の
量
網
彩
色
は
初
期
的
な
段
階
に
と
ど
ま
り
、
法
隆
寺
金
堂
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壁
画
な
ど

一
部
の
遺
例
を
除
く
と
、
色

の
統

一
、
配
色
の
規
則
性
、
立
体
感
の
表

現
に
乏
し
く
、
量
綱
彩
色
独
自
の
色
彩
効
果
で
あ
る
多
彩
感
や
立
体
感
は
ま
だ
十

分
に
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
。
輪
郭
線
の
色
は
黒
か
ら
赤

へ
変
化
す
る
が
、
赤
の
輪

郭
線
は
奈
良
時
代
の
量
綱
に
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
変
化
は
明
る
く
華
や

か
な
次

の
時
代
の
色
彩
を
予
感
さ
せ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

皿

奈
良
時
代

奈
良
時
代
の
遺
例
に
は
、
唐
文
化
の
強
い
影
響
の
も
と
、
明
る
く
鮮
や
か
な
量

綱
色
彩
で
彩
ら
れ
た
様
々
な
文
様
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
奈
良
時
代
の
量
綱
彩

色
の
主
な
遺
例
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

薬
師
寺
東
塔

初
重
堂
内
装
飾

天
平
二
年

(七
三
〇
)
頃

唐
招
提
寺
金
堂

堂
内
装
飾

天
平
宝
字
三
年

(七
五
九
)

栄
山
寺
八
角
堂

堂
内
装
飾

天
平
宝
字
四
～
八
年

(七
六
〇
～
七
六
四
)

東
大
寺
法
華
堂

内
陣
天
蓋

(東
西
)

唐
招
提
寺

牛
皮
華
婁

正
倉
院
北
倉

一
九

百
索
縷
軸

正
倉
院
中
倉
三
七

漆
金
薄
絵
盤

(香
印
坐
)
甲
号

正
倉
院
中
倉
三
七

漆
金
薄
絵
盤

(香
印
坐
)
乙
号

正
倉
院
中
倉
四
五

絵
紙
軸
木

正
倉
院
中
倉

一
四
ニ
ー

一
〇
沈
香
金
絵
木
画
水
精
荘
箱

正
倉
院
中
倉

一
四
三
-

一
五

密
陀
彩
絵
箱

正
倉
院
中
倉

一
五
三
ー
二
九

蘇
芳
地
彩
絵
箱

正
倉
院
中
倉

一
五
五
⊥
一=

緑
地
彩
絵
箱

正
倉
院
中
倉

一
五
七
⊥
一一一二

粉
地
彩
絵
箱

正
倉
院
中
倉

一
七
七

碧
地
彩
絵
几

正
倉
院
中
倉

一
七
七
-
二

粉
地
花
形
方
几

八
世
紀

八
世
紀

八
世
紀

八
世
紀

八
世
紀

八
世
紀

八
世
紀

八
世
紀

八
世
紀

八
世
紀

八
世
紀

八
世
紀

八
世
紀

正
倉
院
中
倉

一
七
七

-

一
〇

正
倉
院
中
倉

一
七
七

ー

=

正
倉
院
中
倉

一
七
七

-

一
二

正
倉
院
中
倉

一
七
七
1

=
二

正
倉
院
中
倉

一
七
七
1

一
八

正
倉
院
中
倉
二
〇
二

正
倉
院
南
倉

一
〇

一

粉
地
彩
絵
几

粉
地
彩
絵
八
角
几

(図
3
)

粉
地
彩
絵
長
方
几

粉
地
彩
絵
長
方
几

彩
絵
長
花
形
几

檜
彩
絵
長
方
几

楓
蘇
芳
染
螺
釦
槽
琵
琶
桿
嬢
絵

八
世
紀

八
世
紀

八
世
紀

八
世
紀

八
世
紀

八
世
紀

八
世
紀

部
位
と
文
様

建
築
装
飾
で
は
天
井
格
間
の
ほ
か
、
天
井
格
縁
、
支
輪
板

の
装
飾
、
栄
山
寺
八

角
堂

で
は
貫
絵
や
柱
絵
の
中
な
ど
に
も
量
綱
彩
色
が
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
文

様
と
し
て
は
花
文
、
宝
相
華
、
宝
相
華
唐
草
文
、
雲
文
、
条
線
文
な
ど
が
あ
ら
わ

れ
る
。
法
隆
寺
で
は
、
天
井
格
間
に

一
間
に
つ
き

一
花
の
花
文
が
描
か
れ
、
天
井

格
縁
は
赤
く
塗
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

っ
た
が
、
奈
良
時
代
の
天
井
画
で
は
、
四

間
で

一
つ
の
花
文
を
形
作
る
四
間

一
花
の
花
文
が
主
流
と
な
り
、
栄
山
寺
八
角
堂

の
天
井
格
縁
に
は
赤
系
四
段
、
緑
系
四
段
量
綱
に
よ
る
条
線
文
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
量
綱
彩
色
に
よ
る
条
線
文
の
わ
が
国
最
古
の
遺
例
で
あ
る
。

正
倉
院
宝
物
で
は
花
文
、
花
卉
文
、
条
線
文
、
亀
甲
文
、
鳥
や
胡
蝶
の
羽
な
ど

様
々
な
文
様
が
量
綱
彩
色
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
ほ
か
、
戴
金
や
ぼ
か
し
に
よ
る
彩
色

と
量
綱
彩
色
の
併
用
も
み
ら
れ
る
。
後

の
建
築
装
飾
で
は
、
中
央
の
濃
色
上
に
連

珠
文
を
配
し
た
条
線
文
が
多
様
さ
れ
る
が
、

こ
の
連
珠
文

つ
き
の
条
線
文
を
除
き
、

後
の
量
綱
彩
色
に
使
用
さ
れ
る
文
様

の
原
型
の
ほ
と
ん
ど
を
正
倉
院
宝
物
に
み
る

こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
こ
の
時
代
の
量
綱
彩
色

で
あ
ら
わ
さ
れ
た
葉
や
花
弁
の
濃
色
部
に
は
、

葉
脈
状
の
白
線
が
挿
入
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
は
彩
色
面
を
明
る
く

　　
　

す
る
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
様
の
表
現
は
、
敦
煙
莫
高
窟
の
初
唐
期

の
第
三
二

一
窟
、
南
壁
法
華
経
変
相
図
の
上
部
の
唐
草
文
や
、
盛
唐
期
の
第

一
四

八
窟
、
南
壁
寵
頂
西
側
部
分

の
宝
相
華
唐
草
文

(図
4
)
な
ど
、
敦
煙
莫
高
窟
で
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は
、
唐
時
代
を
通
じ
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
中
国
、
唐

時
代
の
流
行
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
わ
が
国
で
は
、
平

安
時
代
以
降
、
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
く
な
る
た
め
、
奈
良
時
代
の
量
綱
彩
色
に
よ

る
文
様
表
現
の
特
徴
の

一
つ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

量
綱
の
種
類

(表
5
)

奈
良
時
代
に
は
、
赤
系

・
赤
榿
系

・
榿
系

・
緑
黄
系

・
緑
系

・
青
系

・
紫
系
の

量
綱
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
内
、

一
～
五
種
類
を
単
独
ま
た
は
組
み
合
わ
せ
て
用
い

て
い
る
。
全
体
で
は
、
寒
色
系
で
は
主

に
青
系
と
緑
黄
系

(緑
系
)
の
二
種
類
を
、

暖
色
系

で
は
赤
榿
系

(赤
系
)
と
紫
系

の
二
種
類
、
計
四
種
類
の
量
綱
を
同
時
に

使
用
す
る
例
が
多
い
。

赤
色

の
量
綱
で
は
赤
系
よ
り
も
赤
榿
系
が
多
く
用
い
ら
れ
る
。
赤
榿
系
は
赤
系

の
淡
色
を
榿
色
と
す
る
量
綱
で
、
濃
い
赤
色
か
ら
白
色

へ
変
化
す
る
赤
系
よ
り
も

明
る
い
印
象
を
与
え
る
。
と
く
に
正
倉
院
宝
物
で
は
こ
の
傾
向
が
強
く
、
今
回
調

査
し
た
遺
例

の
ほ
と
ん
ど
が
赤
榿
系
量
綱
を
使
用
し
て
い
る
。

榿
系
量
綱
は
栄
山
寺
八
角
堂
の
堂
内
装
飾
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

榿
系
量
綱
は
飛
貫
絵
や
柱
絵

の
宝
相
華
唐
草
文
や
雲
文
、
唐
草
文
、
条
線
文
な
ど

　　
　

堂
内
の
い
た
る
所

で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
榿
系
量
綱
を
多

用
す
る
例
は
他
に
類
が
な
く
、
榿
系
量
綱
の
使
用
は
栄
山
寺
八
角
堂
の
量
綱
彩
色

の
特
徴
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

緑
色
の
量
綱

で
は
、
緑
系
よ
り
も
緑
黄
系
の
使
用
例
が
多
い
。
奈
良
時
代
の
建

築
装
飾

で
こ
の
緑
黄
系
量
綱

の
使
用
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
薬
師
寺
三
重
塔
の

堂
内
装
飾
の
み
で
あ
る
が
、
正
倉
院
宝
物
に
み
ら
れ
る
緑
色
の
量
綱
の
ほ
と
ん
ど

は
緑
黄
系
輩
綱

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
中

に
は
緑
黄
系
量
綱
と
緑
系
量
綱
を
併
用
す

る
も
の
も
あ
る
が
、
緑
色
と
し
て
緑
系
量
綱
の
み
を
単
独
で
使
用
し
て
い
る
例
は

珍
し
い
。
こ
の
よ
う
に
緑
黄
系
量
綱
は
、
奈
良
時
代
で
は
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
が
、

平
安
時
代
以
降
の
使
用
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
緑
黄
系
量
綱
の
使
用
は
奈
良
時
代

の
量
綱
彩
色
の
特
徴
の

一
つ
と
い
え
る
。

こ
の
ほ
か
緑
と
黄
の
取
り
合
わ
せ
は
、

量
綱
彩
色
以
外

で
も
正
倉
院
宝
物
の
三
彩
鉢
や
十
二
稜
鏡
、
量
綱
爽
纈
羅
な
ど
に

み
る
こ
と
が
で
き
、
奈
良
時
代
に
は
、
非
常
に
好
ま
れ
た
色
彩
の
よ
う
で
あ
る
。

紫
系
量
綱

に
は
、

エ
ン
ジ
と
思
わ
れ
る
有
機
系
の
赤
色
色
料
に
よ
る
赤
味
の
強

い
紫
色
を
中
心
色
と
す
る
も
の
と
、
そ
れ
よ
り
も
青
味
の
強
い
混
色
に
よ
る
紫
色

(合
わ
せ
紫
)
を
中
心
色
と
す
る
も
の
の
二
種
類
が
あ
る
。

正
倉
院
宝
物

に
見
ら

れ
る
紫
系
量
綱
は
、
す
べ
て
前
者
、

エ
ン
ジ
と
思
わ
れ
る
有
機
系
赤
色
色
料
に
よ

　ヨ
　

る
も
の
で
あ
り
、
混
色

に
よ
る
紫
系
量
綱
は
、
唐
招
提
寺
金
堂
の
天
井
格
間
の
花

文
お
よ
び
支
輪
板

の
宝
相
華
文

に
使
用
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
紫
色

　　
　

は
、
ベ
ン
ガ
ラ
と
白
色
色
料
と
藍

の
混
色
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
薬
師
寺
東
塔

の
堂
内
装
飾
お
よ
び
今
回
調
査
対
象
と
し
た
正
倉
院
宝
物

で
は
、
緑
色
は
緑
黄
系
、
赤
色
は
赤
榿
系
の
量
綱
が
主
流
で
あ
る
の
に
対
し
、
唐

招
提
寺
金
堂
の
堂
内
装
飾

で
は
、
緑
色
は
緑
黄
系
で
な
く
緑
系
を
、
赤
色
は
赤
榿

　　
　

系
で
な
く
赤
系
を
使
用
し
て
い
る
ほ
か
、
量
綱
彩
色
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
が
、

初
め
て
条
線
文
を
用
い
る
な
ど
、
新
た
な
特
色
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ

ら
は
唐
の
新
様
式
の
流
入

に
よ
る
変
化
と
考
え
ら
れ
る
。

奈
良
時
代
で
は
、
量
綱

の

一
種

の
変
形
で
あ
る
逆
量
綱
が
薬
師
寺
東
塔

の
堂
内

装
飾
に
す
で
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
地
模
様
と
し
て
量
綱
を
使
用
す
る
例
も
正
倉

院
宝
物
の
粉
地
彩
絵
八
角
几
や
栄
山
寺
八
角
堂
の
天
井
格
間
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
量
綱

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
、
突
如
と
し
て
ほ
と
ん
ど
時

間
差
な
く
現
れ
る
。

こ
れ
は
、
当
時
、
量
綱
彩
色
が
唐
の
地
で
い
か
に
盛
行
し
て

い
た
か
を
物
語
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

段
数

(表
6
)

奈
良
時
代
の
量
綱
に
は
二
～
五
段
を
も

つ
も
の
が
あ
る
。
彩
色
す
る
部
分
の
大

き
さ
に
よ
っ
て
段
数
は
適
宜
増
減
さ
れ
て
い
る
が
、
三
、
四
段
の
も
の
が
最
も
多

　　
　

い
。
こ
れ
は
野
間
清
六
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
量
綱
彩
色
独
自
の
色
の

段
階
的
変
化
を
効
率
的
に
表
現
す
る
に
は
、
最
も
適
し
た
段
数
で
あ
る
と
い
え
る
。
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組
み
合
わ
せ

(表
7
)

建
築
装
飾
で
は
基
本
的
に
は
寒
色
系

と
暖
色
系
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
が
、
そ

れ
以
上
の
明
確
な
規
則
性
は
見
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
正
倉
院
宝
物
で
は
赤
榿

系

(榿
系
)、
青
系
、
緑
黄
系

(緑
系
)、
紫
系
の
四
種
以
上

の
量
綱
を
使
用
す
る

場
合
は
、
す
べ
て
に
お
い
て
青
系
と
赤
榿
系

(榿
系
)
、
緑
黄
系

(緑
系
)
と
紫

系
の
量
綱
の
組
み
合
わ
せ
が
成
立
し
て
い
る
。
青
系
と
紫
系
な
ど
こ
れ
ら
以
外
の

組
み
合
わ
せ
を
も

つ
例
も
あ
る
が
、

そ
れ
は
粉
地
彩
絵
八
角
几
、

漆
金
薄
絵
盤

(香
印
坐
)
甲

・
乙
号
な
ど
、
い
ず
れ
も
極
め
て
複
雑
で
華
麗
な
彩
色
装
飾
を
施

さ
れ
た
作
例
で
あ
る
。
三
種
以
下

の
量
綱
を
使
用
す
る
場
合
も
、
基
本
的
に
は
暖

色
系
と
寒
色
系
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。

色
の
組
み
合
せ
の
法
則
に

つ
い
て
は
、
秋
山
光
和
氏
が

「
日
本
上
代
絵
画
に
お

け
る
紫
色
と
そ
の
顔
料
」
(『美
術
研
究
』
二
二
〇

一
九
六
二
)

の
中
で
、
『
二

　ア
　

中
歴
』
の
第
三
、
造
仏
歴
の
項

の
次

の
よ
う
な

一
節
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「絵
像
丹

請
云

紺
丹
緑
紫

上
朱
下
丹

説
云
紺
丹
緑
紫
者
紺
青
之
傍
用
丹
色
又
緑
青
之
傍
用
紫
色
普
為
佳

飴
色
准

之上
朱
下
丹
者
菩
薩
像
装
束
也
謂
袈
裟
塗
朱
沙
時
裳
必
塗
丹
也
相
反
袈

裟
塗

丹
時
裳
塗
朱
為
佳

飴
色
無
用
准
之
可
知
」

秋
山
氏
は
、

こ
こ
に

「紺
丹
緑
紫
」
と
い
う
言
葉
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
、
紺
青
と

丹
、
緑
青
と
紫
と
い
う
組
み
合
せ
は
、

大
陸
の
遺
品
に
も
見
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

青

・
赤

・
緑

・
紫
を
構
成
要
素
と
す
る
彩
色
法
は
、
唐
代
の
中
国
を
中
心
に
七
～

八
世
紀
の
ア
ジ
ア
全
体
を
支
配
し
て
い
た
原
理
で
あ
る
と
の
見
解
を
述
べ
て
お
ら

れ
る
。
わ
が
国
奈
良
時
代

に
お
け
る
量
綱
彩
色

の
色

の
組
み
合
せ
に

つ
い
て
、

こ
の

「
紺
丹
緑
紫
」
の
法
則
を
当
て
は
め
て
見
て
み
る
と
、
建
築
装
飾

で
は

一
定
し
な

い
が
、
正
倉
院
宝
物

で
は
明
ら
か
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
降
、
こ

の
法
則
は
、
量
綱
彩
色
に
お
い
て
は
、
そ
の
色
の
組
み
合
せ
方
の
基
本
法
則
と
し

て
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

輪
郭
線

(表
8
)

建
築
装
飾
で
は
輪
郭
線
の
色
は
赤
が
主
流
と
な
る
。
正
倉
院
宝
物
で
は
逆
量
綱

の
場
合
や
、
量
綱
の
最
外
色
と
地
色
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
は

っ
き
り
し
て
い
る

な
ど
、
文
様
の
形
が
明
確
に
表
さ
れ
る
場
合
に
は
、
輪
郭
線
を
施
さ
な
い
例
が
多

い
。
し
か
し
、
輪
郭
線
を
描
く
場
合
は
、
赤
を
使
用
す
る
も
の
が
最
も
多
く
、
奈

良
時
代
の
輪
郭
線
の
色
は
赤
が
主
流
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

奈
良
時
代
の
量
綱
彩
色
の
特
徴

奈
良
時
代
の
主
な
量
綱
の
種
類
に
は
、
青
系

・
赤
系

・
赤
榿
系

・
緑
黄
系

・
緑

系

・
紫
系
の
量
綱
が
あ
り
、
赤
色
で
は
赤
榿
系
、
緑
色
で
は
緑
黄
系
の
量
綱
が
多

用
さ
れ
る
。
中
で
も

エ
ン
ジ
と
思
わ
れ
る
有
機
系
色
料
で
表
現
さ
れ
た
赤
紫
色

の

量
綱
と
緑
黄
系
量
綱
は
、
平
安
時
代
以
降
、
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
な
く
な
る
な
る

た
め
、
奈
良
時
代
に
特
徴
的
な
量
綱
の
種
類
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
量

綱
は
、
基
本
的
に
青
系
と
赤
榿
系

(赤
系
)
、
緑
黄
系

(緑
系
)

と
紫
系
と
組
み

合
わ
せ
て
用
い
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る

「紺
丹
緑
紫
」
の
法
則
に
従

っ
て
い
る
。
輪
郭

線
の
色
は
赤
が
主
流
で
、
葉
や
花
弁
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
量
綱
の
濃
色
部
に
は
、
葉

脈
状
の
白
線
を
挿
入
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
後
の
時
代
、
量
綱
彩
色
で

あ
ら
わ
さ
れ
る
文
様
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
原
型
を
こ
の
時
代
の
遺
例
に
み
る
こ
と

が
で
き
る
。

奈
良
時
代
の
量
綱
彩
色
は
完
成
度
が
高
く
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
豊
富
で
あ
る
。

こ
の
時
代
は
量
綱
彩
色
独
自
の
立
体
感
、
多
彩
感
、
明
る
さ
、
躍
動
感
に
あ
ふ
れ

た
溌
刺
と
し
た
色
彩
美
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
た
時
代
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

W

平
安
時
代
前
期

平
安
時
代
前
期
の
量
綱
彩
色
の
主
な
遺
例
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
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あ
げ
ら
れ
る
。

観
心
寺

如
意
輪
観
音
像

観
心
寺

如
意
輪
観
音
像

観
心
寺

如
意
輪
観
音
像

室
生
寺

薬
師
如
来
立
像

台
座

(除
、
蓮
弁
)

承
和
九
～
嘉
承
三
年

(八
四
二
～
八
五
〇
)

台
座
蓮
弁
A
類

(図
5
)

承
和
九
～
嘉
承
三
年

(八
四
二
～
八
五
〇
)

台
座
蓮
弁
B
類

九
世
紀
半
ば

(伝
釈
迦
如
来
)
板
光
背貞
観
四
年

(八
六
二
)
頃

東
寺
西
院
御
影
堂

不
動
明
王

板
光
背

東
寺
西
院
御
影
堂

不
動
明
王

台
座

東
寺
西
院
御
影
堂

不
動
明
王

付
天
蓋

室
生
寺
金
堂

壁
画

伝
帝
釈
天
曼
茶
羅
図

室
生
寺

地
蔵
菩
薩
立
像

板
光
背

(転
用
)

当
麻
寺
本
堂

板
光
背

一
号

慈
尊
院

弥
勒
仏
坐
像

台
座
蓮
弁

醍
醐
寺
五
重
塔

壁
画

醍
醐
寺
五
重
塔

初
重
堂
内
装
飾

室
生
寺

文
殊
菩
薩
立
像

板
光
背

室
生
寺

文
殊
菩
薩
立
像

台
座
蓮
弁

室
生
寺

薬
師
如
来
立
像

板
光
背

室
生
寺

地
蔵
菩
薩
立
像

台
座
蓮
弁

当
麻
寺
本
堂

板
光
背
2
号

部
位
と
文
様

九
世
紀
半
ば

九
世
紀
半
ば

九
世
紀
半
ば

九
世
紀
半
ば

九
世
紀
後
半

九
世
紀
末

寛
平
四
年

(八
九
〇
)

天
暦
五
年

(九
五

一
)

天
暦
五
年

(九
五

一
)

十
世
紀
半
ば

十
世
紀
半
ば

十
世
紀
半
ば

十
世
紀

十
世
紀

こ
の
時
代
の
建
築
装
飾
の
遺
例
で
あ

る
醍
醐
寺
五
重
塔
の
初
重
内
部
で
は
、
床

面
と
壁
画
面
、
後
補
の
仏
壇
お
よ
び
内
陣
天
井
周
り
を
除
く
す
べ
て
の
部
位
に
量

綱
彩
色

に
よ
る
彩
色
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
。
文
様
は
宝
相
華
文
、
花
文
、
列
弁

文
、
条
線
文
な
ど
か
ら
な
り
、
長
押
な
ど
横
長
の
部
材
で
は
、
宝
相
華
文
を
最
濃

部
に
珠
文
を
配
し
た
条
線
文
で
つ
な
ぐ
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
な
か

っ
た
新
し
い
デ

ザ
イ
ン
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

(図
6
)
。
ま
た
、
醍
醐
寺
五
重
塔
の
堂
内
装

飾

で
は
、
条
線
文

の
中
央

の
最
濃
部
に
黄
色
の
珠
文
を
五

つ
連
続
さ
せ
て
配
置
し

て
い
る
。

こ
の
形
は
珠
文

の
数
や
色
、
配
置
の
間
隔
を
変
え
な
が
ら
も
、
そ
の
後

長
く
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
。

蓮
弁

・
板
光
背

で
は
、
花
文
、
宝
相
華
、
列
弁
文
、
花
葉
文
、
唐
草
文
な
ど
を

配
し
、
彩
色
面
全
体
を
量
綱
彩
色
で
装
飾
し
て
い
る
。
奈
良
時
代
の
花
文
や
唐
草

文
に
み
ら
れ
た
葉
脈
状

の
白
線
は
、
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
の
台
座
蓮
弁
A
類

で

み
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
九
世
紀
半
ば
以
降
の
遺
例
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ

確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

量
綱
の
種
類

(表
9
)

平
安
時
代
前
期
の
遺
例

で
は
、
赤
系

・
赤
榿
系

・
緑
黄
系

・
緑
系

・
青
系

・
紫

系
の
量
綱
が
認
め
ら
れ
、

こ
れ
ら
の
内
、
三
、
四
種
類
を
同
時
に
使
用
し
て
い
る

例
が
多
い
。
四
種
を
同
時

に
用
い
る
場
合
は
、
寒
色
系
は
青
系
と
緑
系
、
暖
色
系

は
赤
榿
系
と
赤
系

(紫
系
)

の
量
綱
、
三
種
を
同
時
に
用
い
る
場
合
は
、
寒
色
系

は
青
系
と
緑
系
の
二
種
、
暖
色
系
は
赤
系
の

一
種
の
量
綱
と
す
る
の
が
主
流

で
あ

る
。奈
良
時
代
、
緑
色
の
量
綱
と
し
て
は
、
緑
黄
系
量
綱
が
主
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
時
代

で
は
、
緑
黄
系
量
綱
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
観
心
寺
如
意

輪
観
音
像
の
台
座
蓮
弁
A

・
B
類
に
そ
の
使
用
が
確
認
で
き
る
の
み
で
、
そ
れ
以

降
の
作
品

で
は
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
九
世
紀
半
ば
を
境
と
し
て
、
緑
色

の
量

綱
は
緑
黄
系
量
綱
か
ら
緑
系
量
綱

へ
変
化
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

紫
系
の
量
綱

で
は
、
奈
良
時
代
に
多
く
用
い
ら
れ
た

エ
ン
ジ
に
よ
る
と
思
わ
れ
る

赤
紫
色
の
量
綱
が
減
少
し
、
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
の
蓮
弁
A
類
や
醍
醐
寺
五
重

塔
の
天
井
画
に
み
ら
れ
る
、
合
わ
せ
紫
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
青
味
の
つ
よ
い
紫
色

の
量
綱
の
使
用
が
多
く
な
る
。
し
か
し
、
全
体
的
に
み
る
と
、
紫
系
量
綱
の
使
用

の
割
合
は
小
さ
く
、
代
わ
り
に
ベ
ン
ガ
ラ
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
赤
系
量
綱
の
使
用
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が
増
加
し
て
い
る
。

段
数

(表
10
)

こ
の
時
代
の
量
網
の
段
数
に
は
二
～
七
段
の
も
の
が
あ
り
、
三
、
四
段
と
す
る

も
の
が
最
も
多
い
。
最
高
の
七
段
量
綱

は
、
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像

の
台
座
蓮
弁

　　
　

A
類

一
の
表
面
外
縁
の
青
系
量
網
で
あ

る
。

こ
の
時
代
の
遺
例
で
は
、
彩
色
面
の
大
き
さ
に
よ
り
量
綱
の
段
数
を
適
宜
加
減

し
て
い
る
も
の
と
、
面
積
の
大
き
さ
に
関
わ
ら
ず
段
数
を
統

一
し
て
い
る
も
の
が

あ
る
。
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
の
台
座

お
よ
び
台
座
蓮
弁
B
類
、
東
寺
西
院
御
影

堂

の
不
動
明
王
付
天
蓋
、
慈
尊
院
弥
勒
仏
坐
像
の
台
座
蓮
弁

で
は
四
、
五
種
類
の

　　
　

量
綱
を
同
時
に
使
用
し
、
彩
色
す
る
部
分
の
大
き
さ
に
よ

っ
て
段
数
を
適
宜
加
減
、

二
～
七
段
の
段
数
の
量
綱
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
醍
醐
寺
五
重
塔
初
重
堂

内
装
飾
で
は
、
花
文
な
ど
の
文
様
は
す

べ
て
三
段
、
条
線
文
は
三
段
ま
た
は
四
段

　り
　

に
統

一
さ
れ
て
お
り
、
室
生
寺
金
堂
の
薬
師
如
来
立
像

(伝
釈
迦
如
来
)
、
東
寺

　
む
　

西
院
御
影
堂
不
動
明
王
の
板
光
背
で
も

三
段
と
、
彩
色
す
る
部
分

の
面
積
の
大
小

に
か
か
わ
ら
ず
量
綱
の
段
数
を
統

一
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
違
い
は
、
何
に
よ
っ
て
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
彩
色

面
積
の
違
い
が
大
き
く
関
わ

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

彩
色
の
段
階
で
、
そ
の
彩
色
面
の
大

き
さ
か
ら
、
蓮
弁
は

一
人

一
枚
と
い
う
割

り
当
て
が
考
え
ら
れ
る
が
、
建
築
装
飾

や
板
光
背
は
、
複
数

の
画
師
が
あ
る

一
定

の
規
約
に
基
づ
い
て
共
同
作
業
を
行

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
美
し
い
量
綱
彩

色
に
仕
上
げ
る
た
め
に
は
、
常
に
彩
色
面
全
体

の
色

の
バ
ラ
ン
ス
を
保

つ
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
異
な
る
段
数
の
量
綱
を

同
時
に
用
い
る
場
合
、
全
体
に
調
和
し
た

彩
色
面
を

つ
く
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
淡
色
と
最
濃
色
の
色
の
調
子
は
同

じ
く
し
て
、
そ
の
間
の
色
の
変
化
の
度
合
い
を
作
る
段
数
に
よ

っ
て
適
宜
調
節
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

一
人
で

一
つ
の
彩
色
面
を
担
当
し
て
い
る
場
合
に
は
、
色

を
調
節
し
な
が
ら
全
体
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
仕
上
げ
て
ゆ
く
こ
と
も
そ
う
難
し
く
は

な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
が
複
数
人
数

に
よ
る
共
同
作
業
で
あ

っ
た
場
合
、
彩

色
面
全
体
を
調
和
し
た
も
の
に
仕
上
げ
る
の
は
、
か
な
り
困
難
な
作
業

に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
全
体
の
統

一
性
を
は
か
り
、
作
業
効
率
を
高
め
る
た
め
に
、

建
築
彩
色
の
場
で
は
作
業
は
分
業
化
さ
れ
、
文
様
に
は
型
な
ど
を
使
用
し
、
賦
色

の
指
定
も
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
醍
醐
寺
五
重
塔
の
堂
内
装
飾
に
つ
い
て
は
植

野
ア
キ
氏
が
事
前
に
統

一
し
た
周
到
な
色
彩
計
画
が
存
在
し
た
可
能
性
を
指
摘
さ

　　
　

れ
て
い
る
。
こ
こ
に
あ
げ
た
よ
う
な
段
数
の
統

一
も
ま
た
、
彩
色
面
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
ち
、
調
和
し
た
色
彩
に
仕
上
げ
る
た
め
に
行
わ
れ
た
工
夫
の

一
つ
で
あ

っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
彩
色
面
が
広
く
共
同
作
業
が
必
要
な
大
型
の
作
品
の
場
合

は
、
彩
色
面
全
体
を
調
和
し
た
も
の
と
す
る
た
め
に
、
使
用
す
る
色
と
と
も
に
、

量
綱
の
段
数
も
あ
ら
か
じ
め
統

一
し
作
業
の
効
率
化
を
は
か

っ
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

組
み
合
わ
せ

(表
11
)

平
安
時
代
前
期
で
は
、
基
本
的
に
四
種
の
輩
綱
を
同
時
に
使
用
す
る
場
合
に
は
、

青
系
と
赤
榿
系
、
緑
系

(緑
黄
系
)
と
赤
系

(紫
系
)
の
量
綱
を
、
三
種
の
量
綱

を
同
時
に
使
用
す
る
場
合
に
は
、
赤
系
量
綱
を
青
系
と
緑
系
の
両
方
の
量
綱
に
組

み
合
わ
せ
て
用
い
て
い
る
。

青
系

・
赤
榿
系

・
緑
系

(緑
黄
系
)
・
紫
系
の
四
種
類
の
量
綱
を
同
時

に
使
用

す
る
場
合
は
、
奈
良
時
代
に
引
き
続
き

「紺
丹
緑
紫
」
の
法
則
は
遵
守
さ
れ
る
が
、

平
安
時
代
前
期
の
遺
例
で
は
、
奈
良
時
代
に
比

べ
紫
系
量
綱
の
使
用
が
少
な
く
な

る
た
め
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
が
成
立
し
て
い
る
作
例
は
少
な
い
。
前
掲
の
平
安
時

代
前
期
の
遺
例
中
、
こ
の
法
則
が
成
立
し
て
い
る
の
は
、
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像

の
台
座
蓮
弁

(
A

・
B
類
)
、
慈
尊
院
弥
勒
仏
坐
像
の
台
座
蓮
弁
、
醍
醐
寺
五
重

塔
の
天
井
板
の
み
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
赤
系
量
綱
を
ち
ょ
う
ど
紫
系
量
綱
の
代
用
の
よ
う
に
用
い
て
、

青
系
、
赤
榿
系
、
緑
系
、
赤
系

の
量
綱
を
同
時
に
用
い
、
青
系
と
赤
榿
系
、
緑
系

と
赤
系
を
組
み
合
わ
せ
る
例
が
増
加
す
る
。

こ
れ
は
平
安
時
代
前
期
の
遺
例
に
み

ら
れ
る
特
徴

で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
量
綱

の
組
み
合
わ
せ
を
持

つ
例
と
し
て
は
、
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室
生
寺
薬
師
如
来
立
像

(伝
釈
迦
如
来
)
の
板
光
背
、
東
寺
西
院
御
影
堂
不
動
明

　
ほ
　

王
像
の
板
光
背
、
当
麻
寺
本
堂
板
光
背

一
号
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

こ

の
赤
系
が
本
当

に
紫
系
量
綱
の
代
用
と
し
て
、
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
と

い
う
点
に

つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
赤
系
量
綱
は
、
主
に
ベ

ン
ガ
ラ
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
紫
色
は
ベ
ン
ガ
ラ
と
藍
な
ど
青
色
の
絵

の
具
と
の
混
色

で
表
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
現
在
、
赤
色
に
見
え
る

量
綱
は
、
当
初
紫
色
で
あ

っ
た
も
の
の
槌
色
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
十
分
な
資
料
を
も
た
な
い
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
報
告

さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
赤
系
と
し
て
扱
う
が
、
赤
系
と
紫
系
の
量
綱
に
つ
い
て
は
、

今
後
さ
ら
な
る
調
査
、
検
討
が
必
要
と
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
。

輪
郭
線

(表
12
)

平
安
時
代
前
期

の
作
例
に
み
ら
れ
る
輪
郭
線
の
色
に
は
、
白

・
黄

・
赤

・
黒

・

金
の
各
色
が
あ
る
。
奈
良
時
代
で
は
輪
郭
線
は
赤
が
主
流
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
時

代
の
遺
例

で
は
、
特
に
白
と
黄
の
二
色
を
併
用
す
る
も
の
が
多
い
。

赤
の
輪
郭
線
は
、
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
の
台
座
蓮
弁

(
A

・
B
類
)
や
当
麻

寺
本
堂
板
光
背
1
号
に
使
わ
れ
て
い
る
。
観
心
寺
意
輪
観
音
像
の
台
座
蓮
弁
A
類

は
、
花
弁
内

に
葉
脈
状
の
白
線
を
挿
入
し
た
り
、
緑
黄
系
量
綱
を
使
用
す
る
な
ど
、

奈
良
時
代
的
な
特
徴
を
色
濃
く
遺
し
て
お
り
、
こ
の
赤
色
の
輪
郭
線
の
使
用
も
ま

た
、
そ
う
し
た
古
様
を
示
す
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

白
と
黄

の
輪
郭
線
を
併
用
し
て
い
る
作
例
と
し
て
は
、
早
い
も
の
で
は
、
九
世

紀
半
ば
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る
室
生
寺
薬
師
如
来
像

(伝
釈
迦
如
来
)
の
板
光
背
　
む
　

や
東
寺
西
院
御
影
堂
の
不
動
明
王
像
の
台
座
、
板
光
背
お
よ
び
天
蓋
が
あ
げ
ら
れ
、

以
後
、
九
世
紀
後
半
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る
室
生
寺
地
蔵
菩
薩
立
像
の
板
光
背
、

寛
平
四
年

(八
九
〇
)
の
作
で
あ
る
慈
尊
院
弥
勒
菩
薩
坐
像
の
台
座
蓮
弁

で
も
白

　お
　

と
黄
の
輪
郭
線
は
継
続
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
。
天
暦
五
年

(九
五

一
)
創
建

の

　め
　

醍
醐
寺
五
重
塔

の
堂
内
装
飾
で
は
黄
、
同
塔
壁
画
で
は
白
の
輪
郭
線
が
用
い
ら
れ

　り
　
る
ほ
か
、
十
世
紀
の
作
と
考
え
ら
れ
る
当
麻
寺
本
堂
の
板
光
背

で
は
、
白

の
輪
郭

　　
　

線
を
用
い
た
も
の
が
最
も
多
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
代
の
量
綱
彩
色

に
用
い
ら
れ
る
輪
郭
線
の
色
は
、

九
世
紀
半
ば
頃
か
ら
奈
良
時
代
の
赤
に
代
わ
り
白
と
黄
を
併
用
す
る
も
の
が
主
流

と
な
り
、
十
世
紀
以
降
、
白
の
輪
郭
線
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

平
安
時
代
前
期
の
量
綱
彩
色
の
特
徴

量
綱
彩
色
に
用
い
ら
れ
る
文
様
と
し
て
、
奈
良
時
代
の
文
様
に
特
徴
的
で
あ

っ

た
花
弁
や
葉
文
に
葉
脈
状
の
白
線
を
挿
入
す
る
例
は
、
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
の

台
座
蓮
弁
A
類
を
最
後
に
み
ら
れ
な
く
な
り
、

一
方
、
建
築
装
飾
で
は
宝
相
華
文

を
珠
文
を
配
し
た
条
線
文
で
つ
な
ぐ
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
が
あ
ら
わ
れ
、
以
後

一
般

化
す
る
。
量
綱
の
色
系
で
は
、
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
の
台
座
蓮
弁
A

・
B
類
以

降
、
緑
黄
系
量
綱
の
使
用
が
な
く
な
り
、
奈
良
時
代
に
多
用
さ
れ
た
赤
紫
色
の
量

綱

の
使
用
が
減
少
、
ベ
ン
ガ
ラ
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
赤
系
量
綱
の
使
用
が
増
加
す

る
と
と
も
に
、
青
味
の
強
い
紫
色
の
量
綱
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
段

数

で
は
七
段
と
い
う
細
か
な
も
の
が
あ
ら
わ
れ
る
ほ
か
、
建
築
装
飾
や
板
光
背
で

は
、
段
数
は
統

一
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
、

こ
れ
は
作
業
の
効
率
化
を

は
か
る
た
め
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
量
綱

の
組
み
合
わ
せ
で
は
、
主
に
四
種

の
量
綱
を
使
用
す
る
場
合
は
、
青
系
と
赤
榿
系
、
緑
系
と
赤
系

(紫
系
)
の
量
綱

を
、
三
種
を
使
用
す
る
場
合
は
青
系
と
赤
系
と
緑
系

の
量
網
を
組
み
合
わ
せ
る
が
、

紫
系
よ
り
も
赤
系
量
綱
を
使
用
し
て
い
る
例
が
多
く
、
現
段
階
で
は
、
明
確
に
紺

丹
緑
紫
の
法
則
が
成
立
し
て
い
る
と
い
え
る
例
は
少
な
い
。
輪
郭
線
の
色
は
赤
と

す
る
も
の
が
減

っ
て
、
九
世
紀
半
ば
頃
よ
り
黄
と
白
を
併
用
す
る
も
の
が

一
般
的

と
な
り
、
十
世
紀
以
降
、
白
の
輪
郭
線
が
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

こ
の
時
代
の
量
纈
は
、
奈
良
時
代
の
明
る
く
鮮
や
か
な
色
彩
か
ら
次
の
平
安
時

代
後
期
の
繊
細
、
優
美
な
色
彩

へ
と
移
行
す
る
過
渡
的
様
相
を
示
し
て
お
り
、
平

安
時
代
前
期
は
、
奈
良
時
代
の
唐
風
の
色
彩
に
わ
が
国
固
有
の
色
彩
の
嗜
好
が
加
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え
ら
れ
、
独
自
の
変
容
を
遂
げ
て
い

っ
た
時
代
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

V

平
安
時
代
後
期

平
安
時
代
後
期
の
主
な
量
綱
彩
色
の
遺
例
と
し
て
は
、

げ
ら
れ
る
。

平
等
院
鳳
鳳
堂

堂
内
装
飾

(図
7
)

平
等
院
鳳
鳳
堂

阿
弥
陀
大
小
呪
月
輪

霊
山
寺

薬
師
如
来
像

板
光
背

霊
山
寺

日
光
菩
薩
立
像

板
光
背

霊
山
寺

月
光
菩
薩
立
像

板
光
背

奈
良
国
立
博
物
館

牛
皮
華
婁

(呂
号
)

奈
良
国
立
博
物
館

牛
皮
華
婁

(登
号
)

中
尊
寺
経
蔵

堂
内
装
飾

願
成
寺

(白
水
)
阿
弥
陀
堂

堂
内
装
飾

富
貴
寺
大
堂

堂
内
装
飾

部
位
と
文
様

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

天
喜
元
年

(
一
〇
五
三
)

天
喜
元
年

(
一
〇
五
三
)

治
暦
二
年

(
一
〇
六
六
)

治
暦
二
年

(
一
〇
六
六
)
頃

治
暦
二
年

(
一
〇
六
六
)
頃

十

一
世
紀

十

一
世
紀

天
治
三
年

(
=

二
六
)
頃

・水
暦
元
年

(
一
一
六
〇
)

十
二
世
紀

平
安
時
代
後
期
の
量
綱
彩
色
に
み
ら
れ
る
新
た
な
文
様
の
形
態
と
し
て
は
、
建

築
装
飾
中
の
宝
相
華
文
が
あ
げ
ら
れ
る
。
建
築
の
堂
内
装
飾
で
は
、
長
押
な
ど
横

長
の
部
材
に
完
形
ま
た
は
半
裁
の
宝
相

華
文
を
描
き
、
こ
れ
を
珠
文
の
あ
る
条
線

文
で
つ
な
ぐ
も
の
が
多
い
。

こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
醍
醐
寺
五
重
塔
の
堂
内
装
飾
よ

り
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
醍
醐
寺

の
例
で
は
、
宝
相
華
文
は
直
接
条
線
文
と

つ

な
が
る
の
に
対
し
、
平
安
時
代
後
期

の
遺
例
で
は
、
新
た
に
周
囲
を
額
縁
上
に
囲

ん
だ
宝
相
華
文
を
、
条
線
文
と
連
結
す
る
タ
イ
プ
が
あ
ら
わ
れ
る
。
平
等
院
鳳
鳳

堂
で
は
、
虹
梁
の
両
端
な
ど

一
部

に
こ
の
宝
相
華
文
の
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
、

額
縁
状
の
囲
い
は
文
様
側
が
淡
色
と
な
る
量
綱
の
条
線
文
で
あ
ら
わ
さ
れ
る

(図

8
)。
ま
た
、
中
尊
寺
経
蔵
の
入
口
冠
木
長
押

の
見
付
部
の
宝
相
華
文

の
外
側

に

は
、
平
等
院
鳳
鳳
堂
と
同
様
、
文
様
側
が
淡
色
と
な
る
量
綱
の
条
線
文
で
額
縁
上

の
囲
い
が
描
か
れ

(図
9
)
、
同
長
押
下
端
の
宝
相
華
文
の
外
側
に
は
、
金
箔

の

線
に
よ
る
囲
い
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る

(図
10
)
。
こ
の
ほ
か
、
願
成
寺

(白
水
)

阿
弥
陀
堂
の
内
陣
見
付

で
は
、
額
縁

の
な
い
丹
地
の
楕
円
形
上
に
宝
相
華
文
を
描

き
、
そ
の
楕
円
形
を
条
線
文
上

に
配
す
る
例
が
確
認
さ
れ
る
。

量
綱
の
種
類

(表
13
)

平
安
時
代
後
期
の
量
綱

の
種
類

に
は
、
青
系

・
赤
榿
系

・
赤
系

・
緑
系

・
紫
系

・

褐
色
系

・
黄
系
の
量
綱
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
内
、
二
～
五
種
類
の
量
綱
を
組
み
合

わ
せ
、
寒
色
系
二
種
と
暖
色
系

一
種

の
計
三
種
、
ま
た
は
寒
色
系
二
種
と
暖
色
系

二
種
の
計
四
種
を
同
時

に
使
用
す
る
例
が
多

い
。

こ
の
時
代
の
紫
系
量
綱
は
、
奈
良
時
代

の
赤
紫
色
を
主
調
色
と
す
る
も
の
に
代

わ
り
、
青
の
色
料
と
赤

の
色
料

の
混
色

に
よ
る
合
わ
せ
紫
と
思
わ
れ
る
青
味
の
つ

よ
い
紫
色
を
中
心
色
と
す
る
も
の
が
主
流
と
な
る
。
こ
の
紫
系
量
綱
は
、
平
等
院

鳳
鳳
堂
阿
弥
陀
大
小
呪
月
輪

の
蓮
弁
、
牛
皮
華
婁
な
ど
に
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。

平
等
院
鳳
鳳
堂
の
堂
内
装
飾

に
使
用
さ
れ
た
色
料
は
、
極
彩
色
に
用
い
る
も
の
と

し
て
は
、
色
調
が
全
体

に
軽
く
、
灰
か
で
あ
り
、
唐
代
貴
族
の
高
雅
な
嗜
好
と
よ

　り
　

く

一
致
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
紫
色
の
色
調
の
変

化
も
、
当
時
の
人
々
の
色

の
好
み
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

紫
系
量
綱
は
、

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
条
線
文
で
の
使
用
は
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
紫
色
は
混
色

に
よ

っ
て
作
り
出
す
色
で
あ
り
、
他

の
色
系
の
量
綱
に
比

べ
て
広
い
範
囲
に
わ
た

っ
て
全
く
同
じ
色
調
を
作
り
出
す
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た

め
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
褐
色
系
は
紫
系
量
綱
の
槌
色
に
よ
る
も
の
、
黄
系
は
願
成
寺

(白
水
)

阿
弥
陀
堂

に
あ
る
が
、
こ
れ
は
黄
土
を
藍
で
染
め
た
代
用
群
青

の
槌
色
に
よ
る
も

　　
　

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

段
数

(表
14
)

量
綱

の
段
数
は
二
～
七
段
の
も
の
が
あ
る
。
花
文
な
ど
の
文
様

に
は
二
～
六
段
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の
量
綱
が
使
用
さ
れ
、

こ
の
内
、
三
、

四
段
と
す
る
も
の
が
最
も
多
い
。
条
線
文

の
段
数
は
こ
れ
よ
り
若
干
多
く
、
四
～
七
段
の
も
の
が
あ
り
、
五
段
と
す
る
も
の

が
最
多

で
あ
る
。

平
等
院
鳳
風
堂

の
堂
内
装
飾
で
は
、
各
部
材
の
画
面
ご
と
に
使
用
す
る
畢
綱

の

段
数
は
統

一
さ
れ
て
お
り
、
人
の
目
に

つ
き
や
す
い
部
分
の
段
数
は
多
く
、
目
に

つ
き
に
く
い
所
に
い
く
に
従

っ
て
量
綱
も
簡
単
な
も
の
を
使
用
す
る
傾
向
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
彩
色
装
飾

の
使
い
分
け
は
、
効
率
的
に
作
業
を
行
う
と
い
う
点
か
ら

み
て
も
、
理
に
か
な

っ
た
方
法
と
い
え

る
。

組
み
合
わ
せ

(表
15
)

平
安
時
代
後
期

の
遺
例

で
は
、
三
種
類
の
量
綱
を
同
時
に
用
い
る
場
合
、
赤
系

量
綱
を
青
系
と
緑
系
の
両
方

に
組
み
合
わ
せ
る
。
四
種
類
の
量
綱
を
同
時
に
用
い

る
場
合
は
、
青
系
と
赤
榿
系

(赤
系
)
を
組
み
合
わ
せ
、
緑
系
と
は
紫
系
ま
た
は

紫
系
の
変
色
と
考
え
ら
れ
る
褐
色
系
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
時

代
の
配
色
法
も
ま
た
、
『
二
中
歴
』
に
い
う

「紺
丹
緑
紫
」

の
法
則
に
従

っ
て
い

る
と
い
え
る
。
な
お
、

こ
の
時
代
の
作
例
で
は
、
四
種
類
を
同
時
に
使
用
す
る
と

き
、
緑
系
と
赤
系
と
い
う
組
み
合
わ
せ
は
確
認
で
き
ず
、
前
時
代
よ
り
も
緑
系
と

紫
系
の
組
み
合
わ
せ
は
顕
著

で
あ
る
と

い
え
る
。

輪
郭
線

(表
16
)

平
安
時
代
後
期

の
量
綱

で
は
、
白
の
輪
郭
線
が
主
流
と
な
る
。
た
だ
し
、
平
等

院
鳳
恩
堂
の
堂
内
装
飾

で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
部
分
で
は
輪
郭
線
は
白
と
す
る
が
、

天
井
格
間
や
支
輪
板
な
ど
、
地
色
が
右

い
場
合
に
は
輪
郭
線
は
赤
と
し
て
い
る
。

平
安
時
代
前
期
に
多
用
さ
れ
た
黄
色
の
輪
郭
線
は
、
こ
れ
ま
で
の
と

こ
ろ
平
安
時

代
後
期
の
遺
例

で
は
確
認
で
き
ず
、
醍
醐
寺
五
重
塔
か
ら
平
等
院
鳳
鳳
堂
の
間
、

十
世
紀
半
ば
か
ら
十

一
世
紀
半
ば
に
か
け
て
、
黄
の
輪
郭
線
は
減
少
、
白
の
輪
郭

線
を
用
い
る
も
の
が
増
え
、

一
般
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『営
造
法
式
』
と
の
比
較

わ
が
国

で
い
う
と
こ
ろ
の
量
綱
彩
色
は
、
中
国
で
は

「曼
量
」
と
呼
ば
れ
て
い

　　
　

る
が
、
中
国
宋
代
の
建
築
技
法
書

『営
造
法
式
』

に
は
、
こ
の
聾
量
の
技
法
に
関

す
る
記
述
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
竹
島
卓

一
氏
の

『営
造
法
式
の
研
究

三
』
「第

一
三
章

彩
垂
作
」
の
解
説
に
基
づ
き
、
墾
量

の
彩
色
技
法

に

つ
い

て
概
略
を
述
べ
、
ほ
ぼ
同
時
期
と
考
え
ら
れ
る
わ
が
国
の
蟻
綱
彩
色
の
遺
例
と
比

較
、
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
畳
量
の
下
地
に
は
襯
地
、
分
襯

(襯
色
)
の
別
が
あ
る
。
襯
地
は
彩
色

面
全
体

に
施
す
下
地
の
こ
と
で
、
分
襯

(襯
色
)
と
は
上
に
塗
る
色
に
よ

っ
て
下

地

の
上

に
施
す
下
塗
り
を
意
味
す
る
。

畳
量
に
は
青
盤
量

・
緑
盤
量

・
紅
墾
量
の
三
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
最
淡
色

を
白
と
す
る
六
段
の
色
の
階
梯
を
も

つ
。
そ
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
濃
さ
が
異

な
る
四
種
類

の
色
料
を
淡
色
か
ら
順
に
塗
り
重
ね
、
そ
の
最
も
濃
い
色
の
上
に
青

饅
量

で
あ
れ
ば
深
墨
を
、
緑
畳
量
で
あ
れ
ば
深
色
の
草
色
を
、
紅
墾
量
で
あ
れ
ば

深
色

の
紫
礫
を
置
く
。
こ
の
と
き
、
淡
色

の
外
側
に
は
下
地
の

一
段
を
留
め
て
お

く
。

こ
れ
が
最
淡
色
の
白
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
「
染
赤
黄
」
と
い
う

特
殊
な
畳
量
が
あ
り
、
こ
れ
は
下
地
の
白
、
淡
い
朱
に
胡
粉
を
混
ぜ
た
も
の
、
藤

黄
、
濃

い
朱
を
順
次
重
ね
て
表
現
し
た
も
の
を
い
う
。

ま
た
、
聾
量
の
用
法
に
は
、
縁
道
の
制
、
対
量
、
間
装
の
法
が
あ
る
。
縁
道
と

は
、
梁
稜
等
に
彩
色
を
施
す
場
合
、
稜
角
に
沿

っ
て
周
囲
に
青
、
緑
、
赤
等
を
用

い
て
設
け
る
量
綱
の
輪
郭
の
こ
と
で
、

一
般
に
内
に
向
か

っ
て
淡
く
な
る
よ
う
に

作
る
。
対
量
と
は
こ
の
内
に
向
か

っ
て
淡
く
な
る
縁
道
に
対
し
、
内
部
の
花
文
は

外
を
淡
く
、
内
に
向
か

っ
て
濃
く
な
る
聾
量
と
す
る
こ
と
を
い
う
。
間
装
の
法
と

は
、
縁
道

の
中
に
花
文
な
ど
を
嵌
め
込
む
際

の
配
色
に
関
す
る
規
則
で
、
地
色
が

青

の
と
き
、
華
文
は
赤

・
紅

・
緑
、
外
稜
は
紅
畳
量
と
す
る
な
ど
、
地
色
に
よ

っ

て
内
部

の
花
文
お
よ
び
外
稜
に
用
い
る
色
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

『営
造
法
式
』
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
畳
量
を
使
用
す
る
際
、
守
る
べ
き
原
則

が
記
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
こ
れ
を

『営
造
法
式
』
が
書
か
れ
た
の
と
ほ
ぼ
同
時

期
と
考
え
ら
れ
る
、
わ
が
国
平
安
時
代
後
期

の
建
築
装
飾
と
比
較
し
た
と
き
、
ど
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う
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
量
綱

の
種
類

で
あ
る
が
、
『
営
造
法
式
』
で
は
、
主
要
な
饅
量

は
青

・

緑

.
赤
の
三
種
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
わ
が
国
の
例
で
は
こ
の
ほ
か
、
赤
榿

・

紫
な
ど
の
量
綱
が
あ
る
。

こ
れ
ら
量
綱

を
用
い
る
場
合
、
わ
が
国
で
は
そ
の
色
の

組
み
合
わ
せ
に
は
青
と
赤
、
緑
と
紫
と
い

っ
た
規
則
性
が
み
ら
れ
る
が
、
『
営
造

法
式
』
に
は
、
こ
の
よ
う
な
四
種
類

の
量
綱

の
組
み
合
わ
せ
に
関
す
る
記
述
は
な

な
く
、
わ
が
国
で
は
ほ
と
ん
ど
み
る
こ
と
の
な
い
、
青
緑
畳
量

間
装
と
い
う
青

と
緑
の
畳
量
の
み
を
用
い
て
彩
色
を
行

う
彩
色
法

に
つ
い
て
の
記
述
も
あ
る
な
ど
、

組
み
合
わ
せ
の
方
法
は
大
き
く
異
な
る
。
ま
た
、
わ
が
国
の
量
綱
に
は
縁
道
、
間

装
の
法
に
相
当
す
る
法
則
も
見
あ
た
ら
な
い
。
対
量
に

つ
い
て
は
、
平
等
院
鳳
鳳

堂
の
虹
梁
の
両
端
や
中
尊
寺
経
蔵
入
口
冠
木
長
押
見
付
部

の
宝
相
華
文

に
こ
れ
に

類
似
し
た
も
の
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

そ
れ
は
ご
く

一
部

で
、

一
般
的
な
も
の
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
『
営
造
法
式
』
に
は
装
飾

に
用
い
る
べ
き
文

　
　
　

様

に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
図
版
も
添
付
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、
わ
が
国

平
安
時
代
以
降
の
建
築
装
飾
に

一
般
的
な
、
宝
相
華
文
を
最
濃
部
に
珠
文
を
配
し

た
条
線
文

で
つ
な
ぐ
デ
ザ
イ
ン
に
類
似
す
る
よ
う
な
も
の
も
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、

他
の
装
飾
文
様
に
関
し
て
も
類
似
性
、
共
通
性
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
わ
が
国
の
量
纈
彩
色
は
、
唐
か
ら
の
強
い
影
響
を
う
け
て

始
ま

っ
た
が
、
十
二
世
紀
に
は
す
で
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
量
綱
彩
色
と
中
国
の

聾
量
の
用
例
に
は
大
き
な
違
い
が
生
じ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
よ

っ
て
、

わ
が
国
の
量
細
彩
色
は
平
安
時
代
以
降
、
大
陸
か
ら
の
影
響
を
ば
と
ん
ど
受
け
る

こ
と
な
く
、
当
時
の
人
々
の
色
彩
の
嗜
好
を
反
映
し
な
が
ら
、
独
自
の
発
達
を
遂

げ
た
も

の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

平
安
時
代
後
期

の
畳
綱
彩
色
の
特
徴

平
安
時
代
後
期

に
至
る
と
、
建
築
装
飾
に
使
用
さ
れ
る
文
様
に
は
、
宝
相
華
の

周
囲
を
額
縁
状

に
囲
む
タ
イ
プ
が
現
れ

る
。
量
綱
の
種
類
で
は
青
味
の
つ
よ
い
紫

色
の
量
綱
が

一
般
的
と
な
り
、
輪
郭
線

は
白
と
す
る
も
の
が

一
般
化
す
る
。
こ
う

し
た
量
綱
や
輪
郭
線
の
色
の
変
化
に
よ
り
、

こ
の
時
代
の
量
綱
彩
色
で
は
、
さ
ら

に
繊
細
な
美
し
さ
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
量
綱
の
組
み
合
わ
せ
で
は
、
三

種
を
同
時
に
用
い
る
と
き
は
青
系
と
赤
系
と
緑
系
、
四
種
の
と
き
は
青
系
と
赤
榿

系
、
緑
系
と
紫
系
の
量
綱
を
組
合
わ
せ
る
例
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
繊
細
優
美
な

色
彩
は
、
平
等
院
鳳
鳳
堂
の
堂
内
装
飾
や
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
の
牛
皮
華
婁
な
ど

に
よ
く
あ
ら
わ
さ
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
後
期
は
、
量
綱
彩
色
の
華
や
か
さ
と
、

当
時
の
貴
族
が
求
め
た
優
美
さ
が
色
彩
と
し
て
見
事
に
調
和
し
た
作
品
が
生
ま
れ

た
時
代
で
あ
る
と
い
え
る
。

W

鎌
倉
時
代

鎌
倉
時
代
の
主
な
量
綱
彩
色
の
作
例
と
し
て
は
、

れ
る
。石
山
寺
多
宝
塔

堂
内
装
飾

東
大
寺
勧
進
所
八
幡
殿

僧
形
八
幡
神
坐
像

興
福
寺
北
円
堂

堂
内
装
飾

(図
12

・
13
)

浄
瑠
璃
寺

吉
祥
天
立
像

台
座
蓮
弁

浄
瑠
璃
寺

吉
祥
天
立
像

厨
子

海
住
山
寺
五
重
塔

堂
内
装
飾

金
剛
三
昧
院
多
宝
塔

堂
内
装
飾

部
位
と
文
様

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら

建
久
五
年

(
一

台
座
蓮
弁

建
仁
元
年

承
元
四
年

建
暦
二
年

建
暦
二
年

建
保
二
年

貞
応
二
年

一
九

四
)

(
一
二

〇

一
)

(
一
二

一
〇
)

(
一
二

一
二
)

(
一
二

一
二
)

(
一
二

一
四
)

(
一
二

二

三
)

建
築
装
飾

に
み
ら
れ
る
文
様

で
は
前
時
代
に
引
き
続
き
、
横
長
の
部
材
に
宝
相

華
文
を
配
し
こ
れ
を
珠
文
を
配
し
た
条
線
文
で
つ
な
ぐ
も
の
が
多
い
。
興
福
寺
北

円
堂
や
海
住
山
寺
五
重
塔

の
堂
内
装
飾

で
は
、
こ
の
条
線
文
上
に
配
さ
れ
た
宝
相

華
文
に
額
縁
状

の
量
綱

の
囲
い
を
描
く
例
も
あ
る
。
こ
の
縁
取
り
は
、
平
等
院
鳳

鳳
堂
や
中
尊
寺
経
蔵
な
ど
の
彩
色

の

一
部
に
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
宝
相
華



64第27号奈 良 大 学 紀 要

文
側
に
淡
色
と
な
る
条
線
文
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
鎌
倉
時
代

の
遺
例

で
は
、

宝
相
華
文
側
に
濃
色
と
な
る
条
線
文
を
使
用
す
る
と
い
う
違

い
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
条
線
文
上
に
配
さ
れ
る
宝
相
華
文
は
、
平
安
時
代
に
お
い
て
は
花

や
葉
が
密
集
し
て
描
か
れ
、
花
文
内

の
地
色
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
状
態
で
あ

っ

た
が
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
花
文
内

の
花
や
葉
は
あ
る
程
度
の
空
間
を
あ
け
て

配
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
花
文
内

の
地
色
が
目
立

つ
よ
う
に
な
る
。
こ
の
文
内

の
地
色
は
、
平
安
時
代

で
は
、
赤
や
榿

と
す
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
た
が
、
鎌
倉
　　
　

時
代
の
遺
例

で
は
、

こ
の
ほ
か
金
剛
三
昧
院
多
宝
塔
の
よ
う
に
金
箔
と
す
る
も
の

も
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

条
線
文

で
は
、
平
安
時
代
は
白

の
珠
文
を
配
す
る
例
が
主
で
あ

っ
た
が
、
鎌
倉

時
代

で
は
、
海
住
山
寺
五
重
塔

の
長
押
や
方
立
部
分
で
は
、
珠
文
の
代
わ
り
に
金

　あ
　

の
切
箔

に
よ
る
菱
文
を
配
し
、
金
剛
三
昧
院
多
宝
塔
の
堂
内
装
飾
で
は
、
切
箔
に

　が
　

よ
る
珠
文
を
施
す
な
ど
、
金
箔
の
使
用
例
が
増
加
す
る
。
ま
た
、
時
代
が
下
る
ほ

ど
珠
文
と
珠
文
の
間
隔
は
狭
く
な
り
、
雑
然
と
し
た
印
象
を
与
え
る
。

天
井
格
間
、
支
輪
板
に
は
花
文
を
配
す
る
が
、
彩
色
面
が
狭
く
な

っ
た
た
め
か
、

そ
の
花
文
に
は
量
綱
彩
色
は
施
さ
ず
、
格
縁
の
み
量
綱
の
条
線
文
と
す
る
例
が
多

い
。
ま
た
、
海
住
山
寺
五
重
塔
で
は
牡
丹
唐
草
文
、
金
剛
三
昧
院
多
宝
塔

で
は
、

支
輪
に
花
弁
を
鱗
状
に
重
ね
る
文
様
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
浄
瑠
璃
寺

吉
祥
天
女
立
像
の
厨
子
の
天
井
に
は
黄
色
地
に
円
花
文
が
、
天
井
折
上
部
に
は
天

蓋
の
周
囲
に
垂
れ
る
布
を
模
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
矢
羽
形
が
量
綱
彩
色

で
描
か

れ
る
な
ど
、
鎌
倉
時
代
の
作
例
で
は
、

こ
れ
ま
で
み
ら
れ
な
か

っ
た
新
し
い
文
様
、

量
綱
の
使
用
法
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

量
綱
の
種
類

(表
17
)

こ
の
時
代
の
量
綱
の
種
類
に
は
、
青
系

・
群
緑
系

・
緑
系

・
赤
榿
系

.
赤
系

.

紫
系

・
褐
色
系

・
緑
褐
色
系

・
茶
褐
色
系
が
あ
り
、

一
つ
の
作
品
で
二
～
七
種
類
、

そ
れ
ぞ
れ
の
画
面
単
位

で
は
、
二
～
四
種
類
を
同
時
に
用
い
て
い
る
。

赤
色
の
量
綱

で
は
赤
系
量
綱
が
多
く
、
奈
良
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
赤
色
の

量
綱
と
し
て
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
赤
榿
系
量
綱
は
、
今
回
調
査
対
象
と
し
た
鎌
倉

時
代
の
作
例
の
中
で
は
、
石
山
寺
多
宝
塔
と
浄
瑠
璃
寺
吉
祥
天
立
像
の
厨
子
の
彩

色
の

一
部
に
確
認
で
き
る
の
み
で
、
そ
の
使
用
の
割
合
は
非
常
に
少
な
い
。
ま
た
、

石
山
寺
多
宝
塔
や
金
剛
三
昧
院
多
宝
塔
の
堂
内
装
飾

に
は
、
群
緑
に
よ
る
青
緑
色

の
量
綱
が
、
金
剛
三
昧
院
多
宝
塔
の
外
陣
内
法
長
押
見
付
部
分
な
ど
に
は
、
黄
土

　
が
　

の
量
綱
の
槌
色
か
と
考
え
ら
れ
る
茶
褐
色
の
量
綱
が
確
認
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
浄

瑠
璃
寺
吉
祥
天
立
像
厨
子
の
天
井
折
上
部
の
矢
羽
形
に
は
、
も
と
の
色
が
推
定
で

き
な
い
緑
褐
色
に
変
色
し
た
量
綱
な
ど
も
あ
り
、
鎌
倉
時
代
で
は
、

こ
れ
ま
で
に

ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
こ
な
か

っ
た
群
緑
、
黄
土
な
ど
に
よ
る
新
た
な
色
系
の
量
綱

が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

段
数

(表
18
)

こ
の
時
代
の
量
綱
に
は
二
～
七
段
の
も
の
が
あ
り
、
花
文
な
ど
の
文
様
に
用
い

る
も
の
と
し
て
は
三
、
四
段
、
条
線
文
の
場
合
は
四
、
五
段
と
す
る
も
の
が
最
も

多
い
。
鎌
倉
時
代
で
は
、
十
分
な
広
さ
を
も
た
な
い
彩
色
面
に
対
し
て
も
、
非
常
に
細

や
か
な
段
数
を
も

つ
量
綱
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
る
。
東
大
寺
勧
進
所
八
幡
殿
の

僧
形
八
幡
神
坐
像

の
台
座
蓮
弁
、
浄
瑠
璃
寺
吉
祥
天
立
像
の
台
座
蓮
弁
で
は
五
、

六
段

の
量
網
を
使
用
し
て
い
る
ほ
か
、
建
築
装
飾
で
も
部
材
の
幅
に
対
し
て
条
線

文
の
段
数
が
細
や
か
な
も
の
を
使
用
す
る
例
が
多
く
な
り
、
金
剛
三
昧
院
多
宝
塔

の
内
陣
長
押
の
見
付
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
条
線
文
な
ど
で
は
、
七
段
の
量
綱
を
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
量
綱
独
特
の
色
の
段
階
的
変
化
が
見
る
側
に
は

っ

き
り
と
伝
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
ぼ
か
し
の
よ
う
に
見
え
る
例
も
あ
ら
わ
れ
て
く
る

の
で
あ
る
。

組
み
合
わ
せ

(表
19
)

鎌
倉
時
代
で
は
、
石
山
寺
多
宝
塔
や
浄
瑠
璃
寺
吉
祥
天
立
像
厨
子
な
ど
、
作
品

全
体
で
は
六
、
七
種
類
の
量
綱
を
使
用
し
て
い
る
例
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場

合
も
個
々
の
画
面
単
位
に
見
て
み
る
と
、
二
～
四
種
類

の
量
綱
を
組
み
合
わ
せ
て
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お
り
、
そ
れ
以
上
の
複
雑
な
組
み
合
わ
せ
は
存
在
し
な
い
。

青
系
量
綱
は
、
奈
良
、
平
安
時
代
に
お
い
て
は
赤
榿
系
量
綱
と
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
が

一
般
的
で
あ

っ
た
が
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
こ
の
赤
榿
系

の
使
用
が
ほ
と

ん
ど
な
く
な
り
、
青
系
と
赤
系
の
量
綱

の
組
み
合
わ
せ
が
主
流
と
な
る
。
ま
た
、

緑
系
量
綱
は
赤
系
、
紫
系
の
い
ず
れ
の
量
綱
に
も
合
わ
せ
て
使
用
さ
れ
る
が
、
と

く
に
赤
系
と
の
組
み
合
わ
せ
が
目
立

つ
。
東
大
寺
僧
形
八
幡
神
坐
像
の
台
座
蓮
弁

で
は
、
緑
系
と
赤
系

の
組
み
合
わ
せ

一
種
類
の
み
を
用
い
、
簡
素
で
あ
り
な
が
ら

も
強

い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
も

つ
配
色
を
実
現
し
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
で
は
、
基
本
的
に
は
三
種

の
量
綱
を
同
時
に
用
い
る
場
合
は
青
系
と

赤
系
と
緑
系
、
四
種
を
用
い
る
場
合
は
青
系
と
赤
系
、
緑
系
と
紫
系
を
組
み
合
わ

せ
て
用
い
る
が
、
金
剛
三
昧
院
多
宝
塔

の
幣
軸
の
団
花
文
等
に
み
ら
れ
る
菊
花
状

　　
　

の
多
弁
花

で
は
、
群
緑

(青
緑
)
系
と
緑
系
を
合
わ
せ
て
用
い
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
例
外
的

で
あ

っ
た
組
み
合
わ
せ
が
、

そ
の
彩
色
面
を
構
成
す
る
量
綱
の
主
要
な

組
み
合
わ
せ
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。

鎌
倉
時
代
は
、
奈
良
時
代
に
大
陸
か
ら
伝
え
ら
れ
、
以
後
、
受
け
継
が
れ
て
き

た

「紺
丹
緑
紫
」
の
法
則
は
崩
れ
は
じ
め
、
新
た
な
配
色
法
を
求
め
て
模
索
を
始

め
た
時
代
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

輪
郭
線

(表
20
)

こ
の
時
代
の
量
綱
彩
色
の
大
き
な
特

徴
の

一
つ
と
し
て
、
赤
の
輪
郭
線
の
復
活

が
上
げ
ら
れ
る
。
東
大
寺
僧
形
八
幡
神

坐
像

の
蓮
弁
や
、
興
福
寺
北
円
堂
の
堂
内

装
飾
で
は
、
使
用
さ
れ
る
量
綱
の
色
の
数
は
少
な
い
が
、
赤
の
輪
郭
線
に
よ

っ
て

も
た
ら
さ
れ
る
明
る
さ
、
色
彩
の
鮮
や
か
さ
に
は
、
奈
良
時
代
の
躍
動
的
な
量
綱

彩
色
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
色
彩

の
復
活
は
、
復
古
的
な

時
代
の
気
運
を
示
す
も
の
と
は
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
の
輪
郭
線
の
色
に
は
、

白
、
黄
が
あ
る
。
石
山
寺
多
宝
塔

の
堂
内
装
飾
や
浄
瑠
璃
寺
吉
祥
天
立
像
の
厨
子

の
彩
色
に
は
、
平
安
時
代
に
主
流

で
あ

っ
た
白

の
輪
郭
線
が
用
い
ら
れ
る
が
、
金

剛
三
昧
院
多
宝
塔
で
は
黄
色
で
輪
郭
線
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
同
塔
で
は
花
文

　　
　

内
の
地
色
や
条
線
文
上
の
珠
文
に
金
箔
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
黄
色
も
金
色

を
意
識
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

鎌
倉
時
代
の
量
綱
彩
色
の
特
徴

鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
奈
良
時
代
に

一
般
的
で
あ

っ
た
赤
の
輪
郭
線
が
再
び
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
復
古
的
な
趣
を
示
す
が
、

一
方
で
奈
良
、
平
安
時
代
を

通
し
て
継
続
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
赤
榿
系
量
綱
は
、
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な

る
。
条
線
文
で
は
段
数
を
非
常
に
細
か
く
し
、
ほ
と
ん
ど
ぼ
か
し
の
よ
う
に
見
え

る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
量
綱
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
は
、
特
に
緑
系
と
赤
系
の

組
み
合
わ
せ
が
目
立
ち
、
三
種
の
と
き
は
青
系
と
赤
系
と
緑
系
の
量
綱
を
、
四
種

の
と
き
は
青
系
と
赤
系
、
緑
系
と
青
系
の
輩
綱
を
組
み
合
わ
せ
て
用
い
る
も
の
が

多
い
。

こ
の
ほ
か
、
群
緑
に
よ
る
量
綱
な
ど
、
量
綱
の
色
系
に
も
新
た
な
種
類
が

登
場
し
、
例
外
的

で
あ

っ
た
緑
系
と
青
系
の
量
綱
を
そ
の
彩
色
面
の
主
要
な
組
み

合
わ
せ
と
し
て
使
用
す
る
作
例
が
あ
ら
わ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
配
色
の
基
本
と

さ
れ
て
き
た

「紺
丹
緑
紫
」

の
法
則
は
崩
れ
は
じ
め
る
。

鎌
倉
時
代
の
量
綱
彩
色

で
は
、
輪
郭
線

の
色
な
ど

一
部
に
復
古
的
な
動
き
が
み

ら
れ
、
新
た
な
量
綱
の
種
類
や
組
み
合
わ
せ
、
文
様
な
ど
が
あ
ら
わ
れ
る
が
、
全

体
に
は
量
綱
独
自
の
色
彩
効
果

で
あ
る
明
る
さ
や
立
体
感
の
表
現
に
や
や
乏
し
く
、

量
綱
の
本
質
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
い
う
感
は
否
め
な
い
。

田

わ
が
国
の
量
綱
彩
色
に
つ
い
て

わ
が
国
で
は
量
綱
的
な
色
彩
を
も

つ
遺
例
は
、
飛
鳥
時
代
よ
り
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
、
本
格
的
な
量
綱
彩
色
が
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

大
陸
と
の
交
流
が
活
発
化
す
る
奈
良
時
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
う

一

度
、
量
綱
の
種
類
、
組
み
合
わ
せ
、
お
よ
び
輪
郭
線
の
色
に
つ
い
て
、
わ
が
国
奈

良
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
ま
で
の
量
綱
彩
色
に
み
ら
れ
る
色
彩
の
歴
史
的
変
遷
に
つ

い
て
ま
と
め
、
最
後
に
若
干
の
私
見
を
述
べ
結
び
と
し
た
い
。
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量
綱
の
種
類

奈
良
時
代
に
お
い
て
は
青
系

・
赤
燈
系

・
緑
黄
系

・
赤
紫
系

の
量
綱
が
主
に
使

用
さ
れ
る
が
、
平
安
時
代
に
な
る
と
緑
黄
系
、
赤
紫
系
量
綱
の
使
用
が
な
く
な
り
、

代
わ
り
に
緑
系
、
青
味
の
つ
よ
い
紫
系
、
赤
系

の
量
綱
が
増
加
し
、
青
系

.
赤
榿

系

・
緑
系

・
赤
系

・
紫
系
の
量
綱
が
主
流
と
な
る
。
鎌
倉
時
代
で
は
奈
良
、
平
安

時
代
を
通
し
て

一
般
的
で
あ

っ
た
赤
榿
系
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
り
、
青
系
、

赤
系
、
緑
系
、
紫
系
の
量
綱
が
主
に
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
量
綱
の
色
は
、
奈

良
時
代
で
は
赤
榿
系

・
緑
黄
系
量
綱
と

い
っ
た
中
間
的
な
色
彩
を
含
ん
で
い
た
が
、

平
安
時
代
に
緑
黄
系
量
綱
が
緑
系
量
綱

へ
変
化
し
、
鎌
倉
時
代
で
は
赤
榿
系
量
綱

が
赤
系
量
綱
に
変
化
す
る
。
量
綱

の
種
類
は
奈
良
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、

よ
り
基
本
的
な
色
相

へ
近
づ
く
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

組
み
合
わ
せ

こ
れ
ら
量
綱
は
四
種
類
を
同
時

に
用

い
る
場
合
に
は
、
奈
良
時
代
で
は
主
に
、

青
系
と
赤
榿
系
、
緑
黄
系
と
赤
紫
系

の
量
綱
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。
平
安
時
代

で
は
、
青
系
と
赤
榿
系
量
綱

の
組
み
合
わ
せ
は
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
が
、
緑
黄

系
と
赤
紫
系
量
綱
の
組
み
合
わ
せ
は
、
緑
系
と
赤
系
、
ま
た
は
緑
系
と
紫
系
の
量

綱
の
組
み
合
わ
せ

へ
と
変
化
す
る
。
鎌
倉
時
代
に
至
る
と
、
そ
れ
ま
で
保
た
れ
て

き
た
青
系
と
赤
榿
系
量
綱
の
組
み
合
わ
せ
が
、
青
系
と
赤
系
量
綱
の
組
み
合
わ
せ

へ
と
変
化
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
三
種
類
の
量
綱
を
同
時
に
用
い
る
場
合
に

は
、
平
安
時
代
以
降
、
赤
系
量
綱
を
青
系
と
緑
系
の
量
綱
の
両
方
に
組
合
わ
せ
る

例
が

一
般
的
と
な
る
。

輪
郭
線
輪
郭
線
の
色
は
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
黒
か
ら
赤

へ
変
化
し
、
奈
良

時
代
に
は
赤
が
主
に
使
わ
れ
る
。
平
安
時
代
に
入
り
、
九
世
紀
半
ば
頃
、
赤
か
ら

黄
、
白
を
併
用
す
る
も
の
へ
と
変
化
、
十
世
紀
半
ば
か
ら
十

一
世
紀
半
ば
に
か
け

て
白
が
主
流
と
な

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
鎌
倉
時
代
に
は
再
び
赤

の
輪
郭
線
が
増
加
す
る
。
輪
郭
線
の
色

は
黒
か
ら
赤

へ
、
や
が
て
白
と
黄
の
併
用

か
ら
白
、
そ
し
て
再
び
赤

へ
と
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

わ
が
国
の
量
綱
彩
色
に
つ
い
て

量
綱
彩
色
は
わ
が
国
奈
良
時
代
に
お
い
て
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
。
そ
れ
は
量
綱

彩
色
が
当
時
の
人
々
の
あ
こ
が
れ
で
あ

っ
た
中
国
、
唐

の
都
の
風
を
伝
え
る
も
の

で
あ

っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
特
に
こ
の
時
代
の
量
綱

の
色
と
し
て
特
徴
的
な
緑

黄
系
量
綱
は
、
そ
の
黄
色
が
大
陸
風
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
て
流
行
し
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
奈
良
時
代
の
色
彩

の
嗜
好

の

一
側
面
を
端
的
に

あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
量
綱
彩
色
が
最
も
そ
の
鮮
や
か
な
色
彩
美
を

誇

っ
た
奈
良
時
代
は
大
陸
の
文
化
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
発
展
し
て
い
こ
う
と

す
る
意
気
盛
ん
な
時
代
で
も
あ

っ
た
。
そ
の
よ
う
な

エ
ネ
ル
ギ

ッ
シ
ュ
な
側
面
を

持

つ
時
代
で
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
新
奇
な
色
彩

で
あ
っ
た
量

綱
彩
色
の
大
胆
で
溌
刺
と
し
た
色
彩
美
を
十
分
に
受
け
と
め
、
共
感
し
、
楽
し
む

こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

平
安
時
代
に
な
る
と
奈
良
時
代
の
唐
風
の
色
彩
に
、
さ
ら
に
当
時

の
貴
族
階
級

の
色
彩
の
好
み
が
加
え
ら
れ
、
量
綱
彩
色
は
わ
が
国
独
自
の
変
容
を
遂
げ
て
ゆ
く
。

こ
の
時
代
の
量
綱
彩
色
の
遺
例

に
は
、
量
綱
本
来
の
も

つ
華
や
か
さ
と
、
当
時
の

貴
族
階
級
が
求
め
た
優
美
さ
が
見
事
に
調
和
し
た
作
品
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
量
綱
彩
色
本
来

の
美
し
さ
は
、
明
る
く
、
鮮
や
か
な
躍
動
感
に
満
ち
た

色
彩
美

に
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
平
安
時
代
に
求
め
ら
れ
た
優
美
さ
と
は
、
根
本
的

に
は
相
容
れ
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
平
安
時
代
の
量
綱
彩
色
に
み
ら
れ
る
色
彩

の
変
化
は
、
量
綱
本
来
の
美
し
さ
を
生
か
し
、
新
た
な
色
彩
美
を
生
み
だ
す
よ
う

な
、
発
展
的
な
方
向
性
を
も

つ
変
化
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
に
至
り
、

一
時
的
に
奈
良
時
代
を
彷
彿
と
さ
せ
る
よ
う
な
明
る
く
力

強
い
色
彩
の
復
活
が
み
ら
れ
る
。
赤
の
輪
郭
線
に
代
表
さ
れ
る
、
こ
の
量
綱
に
あ

ら
わ
さ
れ
た
復
古
的
な
色
彩
の
変
化
は
、
新
し
い
時
代
を
切
り
開
こ
う
と
す
る
気

運
に
満
ち
た
人
々
が
、
明
る
く
活
動
的
な
奈
良
時
代
の
色
彩
に
共
鳴
し
た
結
果
、

も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
よ
う
な
動
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き
は

一
時
的
な
も
の
に
と
ど
ま
り
、
鎌
倉
時
代
以
降
、
新
た
な
色
系
の
量
綱
、
組

み
合
わ
せ
、
文
様
等
が
発
案
さ
れ
る
が
、
も
は
や
そ
の
本
質
は
忘
れ
去
ら
れ
、
量

綱
彩
色
は
形
式
化
、
本
来
の
色
彩
美
は
失
わ
れ
、
や
が
て
衰
退
し
て
い
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
量
綱
彩
色
が
施
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
今
回
取
り
上
げ
た
作
品
以
外

に
、
仏
像
の
着
衣
や
仏
画
に
み
ら
れ
る
彩
色
装
飾
が
あ
る
。
ま
た
、
染
織
品
に
も

量
綱
的
な
色
彩
を
持

つ
も
の
が
、
奈
良
時
代
を
中
心

に
数
多
く
存
在
す
る
ほ
か
、

鎌
倉
時
代
以
降
も
量
綱
彩
色
は
建
築
装
飾
な
ど
に
様
相
を
変
え
な
が
ら
、
継
続
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
今
後
は
こ
れ
ら
の
作
品
に

つ
い
て
も
調
査
を
行
い
、
今
回

の
研
究
で
得
ら
れ
た
結
果
と
照
合
し
、
検
討
を
加
え
た
い
。

((

21
))

((

43
))

 

(
5
)

(
6
)

(
7
)

(8
)

(9
)

註

野
間
清
六

「量
綱
彩
色
の
展
開
と
そ
の
法
則
」
(『仏
教
芸
術
』
三
七
号
)

福
山
敏
男
・
秋
山
光
和

『美
術
研
究
所
研
究
報
告

栄
山
寺
八
角
堂
の
研
究
」
(便

利
堂

一
九
五

一
)

成
瀬
正
和
氏
の
調
査

(『正
倉
院
年
報
」
八
～

一
四
号
)
に
よ
る
。

茂
木

曙
・
中
里
寿
克
・
江
本
義
理

「国
宝
唐
招
提
寺
金
堂
内
部
天
井
彩
色
保
存

処
置
」
(『保
存
科
学
」

一
四
号
)。

(4
)
参
照
。

野
間
清
六

「畢
綱
彩
色
の
展
開
と
そ
の
法
則
」
(『仏
教
芸
術
』
三
七
号
)。

『
二
中
歴
」
は
鎌
倉
中
期
頃
の
一
種
の
辞
典
も
し
く
は
類
書
。

=
二
巻
。
編
者
未

詳
。
前
田
家
尊
経
閣
文
庫
に
鎌
倉
末
期
の
古
写
本
が
あ
る
。

西
川
新
次

・
水
野
敬
三
郎

「如
意
輪
観
音
菩
薩
像

・
観
心
寺
」
(『
日
本
彫
刻
基
礎

資
料
集
成

平
安
時
代
重
要
作
品
篇

三
」
中
央
公
論
美
術
出
版

一
九
七
三
)。

観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
台
座
に
つ
い
て
は
、
(8
)
参
照
。
東
寺
西
院
御
影
堂
の
不

動
明
王
像
に
つ
い
て
は
、
西
川
新
次

・
水
野
敬
三
郎

「
不
動
明
王
像

教
王
護
国

寺
」

(『
日
本
彫
刻
基
礎
資
料
集
成

平
安
時
代

重
要

作
品
篇

四
」

中
央

公
論
美

術
出
版

一
九
七

三
)
、
慈
尊
院
弥
勒
仏
坐
像

の
台
座
蓮
弁

に

つ
い
て
は
、

秋
山
光

和

.
柳
澤

孝

「慈
尊
院
弥
勒
仏
坐
像
台
座
蓮
弁

の
装
飾
文

様
」

(
『
美
術

研
究

』

一
八
三
号
)

に
よ
る
。

(
10
)
上
野

ア
キ

「
装
飾
文
様
」

(『
醍
醐
寺
五
重
塔

の
壁
画
」
吉
川
弘
文
館

一
九

五
九
)。

(
11
)
東
寺
西
院
御
影
堂

の
不
動
明
王

に

つ
い
て
は
、

(
9
)
参
照
、
室
生
寺
金

堂

の
薬
師

如
来
立
像

(伝
釈
迦
如
来
)

の
板
光
背

に

つ
い
て
は
、
『
大
和
古
寺
大
観

室
生
寺
』

(
岩
波
書
店

一
九
七
六
)

の
解
説

に
よ
る
。

(
12
)
(
10
)
参
照
。

(
13
)
(
9
)
、
(
11
)
参
照
。

(
14
)
(
9
)
、

(11
)
参
照
。

(
15
)
(
9
)
、
(
11
)
参
照
。

(
16
)
(
10
)
参
照
。

(
17
)
柳
澤

孝

・
宮

次
雄

「
壁
画

の
様
式
と
技
法
」

(
『
醍

醐
寺

五
重
塔

の
壁

画
』

吉

川
弘
文
館

一
九
五
九
)
。

(
18
)

『
大
和
古
寺
大
観

当
麻
寺
」

(岩
波
書
店

一
九
八
〇
)

の
解
説

に
よ
る
。

(
19
)

(
8
)
参
照
。

(
20
)

山
崎
昭
二
郎

「
彩
色
装
飾
」

(『
平
等
院
大
観

第

一
巻

建

築
』

岩
波

書
店

一

九

八
八
)
。

(
21
)
平

等
院
鳳
風
堂

で
は
紫
系
は
確
認
さ
れ

て
い
な

い
が
、

赤
榿

系

の
他

に
、

現
在

、

朱
土

色

(
赤
茶
色
)
を
呈
す
る
量
綱
が
あ
り
、

こ
の
朱
土

色

は
紫

色

の
変
色

で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
(
(
註
20
)
前
掲
書
)

(
22
)

『営
造
法

式
』
は
北
宋

の
哲
宗

・
徽
宗

に
歴
仕
し

た
李

明
仲

が
、

勅
命

に
よ

っ
て

編
集

し
た
建
築
技
術

に
関
す
る
専
門
書

で
、
元
符
三
年

(
=

○

○
)

に
成
立
。

崇
寧

二
年

(
=

〇
三
)

に
最
初

に
出
版
さ
れ
た
。

こ
の
崇
寧

本

は
、

今

日

に
は

伝

わ
ら
ず
、
今
日
み
る

『
営
造
法
式
』
は
、
南
宋

高
宗

の
紹

興

一
五

年

(
=

四

五
)

に
再

販
さ
れ
た
紹
興
本

の
系
統

に
属
す
る
も

の
で
あ
る
。
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(23
)

(
24
)

(
25
)

((

2726
))

((

2928
))

10987654321

こ
の
図
版

は
全
体

で
六
巻
あ
り
、

こ
の
う
ち

二
巻

が
彩

画
作
制

度

に
当

て
ら

れ

て

い
る
。
し

か
し
、

こ
れ
ら
は
度
々

の
伝
写

に
よ

っ
て
非

常

に
く

ず
れ

て
お

り
、

ど

れ
だ

け
当
初

の
状
態

を
伝
え

て
い
る
か
頗
る
疑
問

で
、

中

に
は
全

く
意

味
を
失

っ

て
し

ま

っ
て
い
る
も

の
も
多

い
と
さ
れ
る

(竹

島
卓

一

『
営
造
法
式

の
研
究

一
』
)。

山
崎
昭

二
郎
氏
作
成

の
金
剛
三
昧
院
多
宝
塔

の
建

築
装

飾

の
白

描
図

(
国
立

歴
史

民
俗
学
博
物
館
蔵
)

に
よ
る
。

山
崎
昭

二
郎
氏
作
成

の
海
住
山
寺
五
重
塔

の
建
築

装
飾

の
白

描

図

(
国

立
歴

史
民

俗
学
博
物
館
蔵
)

に
よ
る
。

(
24
)
参

照
。

金
剛

三
昧
院
多
宝
塔

に

つ
い
て
は
、
(
24
)
参
照
。
石
山
寺
多
宝
塔

に

つ
い

て
は
、

山
崎

昭
二
郎
氏

作
成

の
石
山
寺
多
宝
塔

の
建
築
装

飾

の
白

描
図

(
国
立

歴
史

民
俗

学
博
物
館
蔵
)

に
よ
る
。

(
24
)
参

照
。

(
24
)
参

照
。

参
考
文
献

野
間
清
六

「量
綱
彩
色
の
展
開
と
そ
の
法
則
」
『仏
教
芸
術
』
三
七

一
九
五
八

敦
煙
文
物
研
究
所
編

『中
国
石
窟

敦
煙
莫
高
窟

第

一
巻
』
平
凡
社

一
九
八
〇

敦
煙
文
物
研
究
所
編

『中
国
石
窟

敦
煙
莫
高
窟

第
二
巻
』
平
凡
社

一
九
八

一

『二
中
歴
』
(『改
訂
史
籍
集
覧

第
二
一二
冊
」)

竹
島
卓

一
『営
造
法
式
の
研
究

三
』
中
央
公
論
美
術
出
版

一
九
九
七

『日
本
建
築
の
装
飾
彩
色
」
国
立
歴
史
民
俗
学
博
物
館

一
九
九
〇

『奈
良
六
大
寺
大
観

法
隆
寺

一
」
岩
波
書
店

一
九
八

一

『奈
良
六
大
寺
大
観

法
隆
寺

二
』
岩
波
書
店

一
九
七
九

『奈
良
六
大
寺
大
観

法
隆
寺

五
」
岩
波
書
店

一
九
八
〇

『大
和
古
寺
大
観

法
起
寺

・
法
輪
寺

・
中
宮
寺
』
岩
波
書
店

一
九
七
七

111615141312172120191829282726252423223130

福
山
敏
男

「法
隆
寺
金
堂
の
装
飾
文
様
ー
蓮
華

ロ
ー
ゼ
ッ
ト
・
蓮
波
唐
草

・
西
大
壁

中
尊
後
屏
i
」
『寺
院
建
築
史
の
研
究

上
」
中
央
公
論
美
術
出
版

一
九
八
二

久
野

健

「法
隆
寺
金
堂
天
井
板
落
書
」
『美
術
研
究
』

一
四
〇
号

一
九
四
七

法
隆
寺
監
修

『法
隆
寺
再
現
壁
画
』
朝
日
新
聞
社

一
九
九
五

『奈
良
六
大
寺
大
観

薬
師
寺
』
岩
波
書
店

一
九
八
〇

『奈
良
六
大
寺
大
観

唐
招
提
寺
』
岩
波
書
店

一
九
七
九

茂
木
曙
・
中
里
寿
克
・
江
本
義
理

「国
宝
唐
招
提
寺
金
堂
内
部
天
井
彩
色
保
存
処
置
」

『保
存
科
学
』

一
四
号

一
九
七
五

福
山
敏
男
・
秋
山
光
和

『美
術
研
究
所
研
究
報
告

栄
山
寺
八
角
堂
の
研
究
』
便
利

堂

一
九
五

一

正
倉
院
事
務
所
編

『正
倉
院
宝
物

中
倉
』
朝
日
新
聞
社

一
九
八
八

正
倉
院
事
務
所
編

『正
倉
院
の
絵
画
」
日
本
経
済
新
聞
社

一
九
六
八

『正
倉
院
図
録
』
奈
良
国
立
博
物
館

一
九
六
六

永
嶋
正
春

「粉
地
彩
絵
八
角
几
の
彩
色
」
『正
倉
院
の
木
工
』
日
本
経
済
新
聞
社

一

九
七
八

「年
次
報
告
」
『正
倉
院
年
報
」

「年
次
報
告
」
『正
倉
院
年
報
」

「年
次
報
告
」
『正
倉
院
年
報
」

「年
次
報
告
」
『正
倉
院
年
報
』

「年
次
報
告
」
『正
倉
院
年
報
」

「年
次
報
告
」
『正
倉
院
年
報
」

「年
次
報
告
」
『正
倉
院
年
報
」

八
号
九
号
一
〇
号

=

号

一
二
号

=
二
号

一
四
号

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所

一
九
八
五

一
九

八
六

一
九
八
七

一
九

八
八

一
九

八
九

一
九
九

〇

一
九
九

一

西
川
新
次

・
水
野
敬
三
郎

「如
意
輪
観
音
菩
薩
像

・
観
心
寺
」
『日
本
彫
刻
基
礎
資
料

集
成

平
安
時
代
重
要
作
品
篇

三
」
中
央
公
論
美
術
出
版

一
九
七
三

『大
和
古
寺
大
観

室
生
寺
』
岩
波
書
店

一
九
七
六

西
川
新
次

・
水
野
敬
三
郎

「不
動
明
王
像

教
王
護
国
寺
」
『日
本
彫
刻
基
礎
資
料
集

成

平
安
時
代
重
要
作
品
篇

四
」
中
央
公
論
美
術
出
版

一
九
七
三
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望
月
信
成

「教
王
護
国
寺
飛
天
文
様
天
蓋
に
つ
い
て
」
『美
術
研
究
」

=

号

一
九

三
二
『国
宝
当
麻
寺
本
堂
修
理
工
事
報
告
書
」
奈
良
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
存

課

一
九
六
〇

『大
和
古
寺
大
観

当
麻
寺
」
岩
波
書
店

一
九
八
〇

秋
山
光
和

・
柳
澤

孝

「慈
尊
院
弥
勒
仏
坐
像
台
座
蓮
弁
の
装
飾
文
様
」
『美
術
研
究
』

一
八
三
号

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所

一
九
七
三

『醍
醐
寺
五
重
塔
図
譜
」
文
化
財
保
護
委
員
会

一
九
五
九

高
田

修
編

『醍
醐
寺
五
重
塔
の
壁
画
」
吉
川
弘
文
館

一九
五
九

秋
山
光
和

「醍
醐
寺
五
重
塔
壁
画
の
様
式
と
技
法
に
就
い
て
」
『美
術
研
究
」

一
九
六

号

一
九
五
七

『平
等
院
鳳
鳳
堂
大
観

一

建
築
」
岩
波
書
店

一
九
八
八

『平
等
院
鳳
風
堂
大
観

三

絵
画
」
岩
波
書
店

一
九
八
八

『平
等
院
鳳
鳳
堂
鳳
鳳
堂
図
譜
」
文
化
財
保
護
委
員
会

一
九
五
九

山
崎

一
雄

「鳳
鳳
堂
の
彩
色
に
用
い
ら
れ
た

「顔
料
」
に
つ
い
て
」
『仏
教
芸
術
」
三

一
号

一
九
五
七

山
崎

一
雄

「鳳
風
堂
壁
画
顔
料
の
化
学
的
研
究
」
『美
術
研
究
』

一
四
四
号

秋
山
光
和

「鳳
風
堂
本
尊
胎
内
納
置
の
阿
弥
陀
大
小
呪
月
輪
お
よ
び
蓮
台
の
構
造
と

彩
色
文
様
」
『美
術
研
究
」

一
八
二
号

一
九
五
五

丸
尾
彰
三
郎

「納
入
品

無
量
壽
如
来
心
真
言
無
量
壽
如
来
根
本
陀
羅
尼
月
輪
」
『
日

本
彫
刻
基
礎
資
料
集
成

平
安
時
代

造
像
銘
記
篇
六
』
中
央
公
論
美
術
出
版

一

九
六
八

秋
山
光
和

「日
本
上
代
絵
画
に
お
け
る
紫
色
と
そ
の
顔
料
」
『美
術
研
究
」
二
二
〇
号

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所

一
九
六
二

山
崎

一
雄

「附
載

霊
山
寺
薬
師
三
尊
脇
侍
板
光
背
の
彩
色
」
『美
術
研
究
』

一
九
九

号

一
九
五
八

井
上

正

「薬
師
如
来
及
両
脇
寺
像
」
『造
像
銘
記

日
本
彫
刻
基
礎
資
料
集
成

平

575655545352515049616059586564636266

安
時
代

造
像
銘
記
篇
二
」
中
央
公
論
美
術
出
版

一九
六
七

『古
寺
巡
礼

奈
良

霊
山
寺
」
淡
交
社

一
九
七
九

黒
川
光
朝

「教
王
護
国
寺
牛
皮
華
婁
」
『美
術
研
究
』

一
二
九
号

奈
良
国
立
博
物
館
編

『奈
良
国
立
博
物
館
名
品
図
録
』
同
朋
社

一
九
七
九

『美
術
研
究
資
料
第
六
輯

富
貴
寺
壁
画
」
大
塚
巧
芸
社

一
九
三
八

豊
岡
益
人

「富
貴
寺
壁
画
」
『美
術
研
究
」
七
五
号

『
日
本
古
寺
美
術
大
観

石
山
寺

第
十

一
巻
」
集
英
社

一
九
八

一

『奈
良
六
大
寺
大
観

東
大
寺

二
」
岩
波
書
店

一
九
六
八

『奈
良
六
大
寺
大
観

興
福
寺

一
」
岩
波
書
店

一
九
六
九

『大
和
古
寺
大
観

海
住
山
寺

・
岩
舟
寺

・
浄
瑠
璃
寺
』
岩
波
書
店

一
九
七
八

参
考
資
料

建
築
白
描
図

「薬
師
寺
三
重
塔
」
(山
崎
昭
二
郎
氏
作
成

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
)

建
築
白
描
図

「唐
招
提
寺
金
堂
」
(山
崎
昭
二
郎
氏
作
成

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
)

建
築
白
描
図

「中
尊
寺
経
蔵
」
(山
崎
昭
二
郎
氏
作
成

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
)

建
築
白
描
図

「願
成
寺

(白
水
)
阿
弥
陀
堂
」
(山
崎
昭
二
郎
氏
作
成

国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
蔵
)

建
築
白
描
図

「石
山
寺
多
宝
塔
」
(山
崎
昭
二
郎
氏
作
成

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
)

建
築
白
描
図

「富
貴
寺
大
堂
」
(山
崎
昭
二
郎
氏
作
成

国
立
歴
史
民
俗
博
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」
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郎
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成

国
立
歴
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民
俗
博
物

館
蔵
)
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71 栗 田:量 綱彩色の研究

囲 中宮寺天寿国繍帳 中段右部蓮華

図2法 隆寺金堂 天井画(復 元彩色)
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図3正 倉院中倉177-11粉 地彩絵八角几 側面

図4敦 煙莫高窟 第148窟 南壁寵頂西側部分の宝相華唐草文

図6醍 醐寺五重塔 頭抜下端(復 元彩色)



73 栗田:量 綱彩色の研究

図5観 心寺如意輪観音像 台座蓮弁A類4

図7平 等院鳳風堂 にの八長押下第一区(復 元彩色)
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図8平 等院羅 堂 ちの櫟 虹梁尻側面および下端(復 元彩色)

図9中 尊寺経蔵 入口冠木長押見付(復 元彩色)

図10中 尊寺経蔵 入口冠木長押下端(復 元彩色)

図11興 福寺北円堂 内陣小壁

74



75 栗田:量 綱彩色の研究

図13浄 瑠璃寺吉祥天立像厨子 天井

図12興 福寺北円堂 内陣小壁(復 元彩色)
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a.奈 良時代の代表的な量綱の色の組合せ

b.平 安 時代の代表的な量綱の色の組合せ

c鎌 倉時代の代表的な量綱の色の組合せ

図14代 表的な量綱の色の組み合わせ
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表1量 綱の種類(飛 鳥 ・白鳳時代)

No. 名 称 種 青 系 赤榿系 榿 系 赤 系 緑黄系 緑 系 紫 系 褐色系 その他 備 考

1 中宮寺天寿国繍帳 羅地部分 2 0 青黄系 10

2 法隆寺金堂 天井画 4 0 0 0 赤灰系 7・11

3 法隆寺五重塔 天井画 4 0 0 0 淡褐色系 7・11

4 法隆寺金堂 天蓋(中 央、西) 1 0 9・11

5 法隆寺金堂 壁画 3 0 0 0 13

6 法隆寺傳橘夫人念持佛厨子 天井画 2 0 O 8・11

計 1 1 2 2 4 0 4 0 1

表2量 綱の段数(飛 鳥 ・白鳳時代)

**備 考欄は作表にあたり参考 とした文献 ・資料番号を示す

Na 名 称 2段 3段 4段 5段 6段 7段 備 考

1 中宮寺天寿国繍帳 羅地部分 O 10

2 法隆寺金堂 天井画 0 7・11

3 法隆寺五重塔 天井画 0 7・11

4 法隆寺金堂 天蓋(中 央,西) O 9・11

5 法隆寺金堂 壁画 0 0 13

6 法隆寺傳橘夫人念持佛厨子 天井画 0 s・it

計 2 4 1 0 0 0

●条線文、○その他文様

**備 考欄は作表にあたり参考 とした文献 ・資料番号を示す
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表3量 綱の組み合わせ(飛 鳥 ・白鳳時代)

No. 名 称
量絢
種類
B/RO B/R B/O B/P ii GY/RO GY/R GY/0 GY/P GY/Br G/RO G/R G/0 G/P G/Br その他 備考

1 中宮寺天寿国繍帳 羅地部分 2 10

2 法隆寺金堂 天井画 4 0 O
赤灰/O、

赤灰/R
7・11

3 法隆寺五重塔 天井画 4 0 O Br/淡 褐色 7・11

4 法隆寺金堂 天蓋(中 央、西) 1 9・11

5 法隆寺金堂 壁画 3 0 O 13

6 法隆寺傳橘夫人念持佛厨子 天井画 2 O 8・11

計 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2 0 1

表4輪 郭線(飛 鳥 ・白鳳時代)

**Bは 青系、GYは 緑黄系、Gは 緑系、Rは 赤系、ROは 赤榿系、Oは 榿系、Pは 紫系、Brは 褐色系

**備 考欄は作表にあたり参考とした文献 ・資料番号を示す

No. 名 称 白 黄 赤 黒 その他 備考

1 中宮寺天寿国繍帳 羅地部分 0 10

2 法隆寺金堂 天井画 O 7・11

3 法隆寺五重塔 天井画 0 7・11

4 法隆寺金堂 天蓋(中 央,西) O 9・11

5 法隆寺金堂 壁画 0 0 13

6 法隆寺傳橘夫人念持佛厨子 天井画 0 8・11

計 0 1 3 3

**備 考欄は作表にあたり参考とした文献 ・資料番号を示す
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表5量 綱の種類(奈 良時代)

No. 名 称 種 青 系 赤榿系 榿 系 赤 系 緑黄系 緑 系 紫 系 褐色系 その他 備 考

1 薬師寺三重塔 堂内装飾 6 0 O 0 0 0 群緑系 14.57

2 唐招提寺金堂 堂内装飾 4 0 O 0 0 16.58

3 栄山寺八角堂 堂内装飾 5 0 0 0 0 0 17

4 東大寺法華堂 内陣天蓋(東 西) 3 O 0 0 54

5 唐招提寺 牛皮華婁 2 O 0 15

6 正倉院北倉19百 索縷軸 4 0 0 0 0 24

7 正倉院中倉37漆 金薄絵盤(香 印坐)乙 号 4 0 0 0 0 20

8 正倉院中倉37漆 金薄絵盤(香 印坐)甲 号 4 0 0 0 0 20

9 正倉院中倉45絵 紙軸木 4 0 0 0 0 18.24

10 正倉院中倉142-10沈 香金絵木画水精荘箱 5 0 0 0 0 0 20

11 正倉院中倉143-15密 陀彩絵箱 2 0 0 18.23

12 正倉院中倉153-29蘇 芳地彩絵箱 2 0 0 23

13 正倉院中倉155-31緑 地彩絵箱 3 0 O 0 23

14 正倉院中倉157-33粉 地彩絵箱 4 0 0 0 0 18.22

15 正倉院中倉177碧 地彩絵几 1 O 18

16 正倉院中倉177-2粉 地花形方几 4 O O 0 0 18.23

17 正倉院中倉177-10粉 地彩絵几 4 0 0 0 O 18.23

18 正倉院中倉177-11粉 地彩絵八角几 5 O 0 0 0 0 2-24

19 正倉院中倉177-12粉 地彩絵長方几 4 0 O O 0 18.24

20 正倉院中倉177-13粉 地彩絵長方几 5 O 0 O 0 0 18.24

21 正倉院中倉177-18彩 絵長花形几 2 O 0 18

22 正倉院中倉202檜 彩絵長方几 4 0 O 0 0

23 正倉院南倉101楓 蘇芳染螺錨槽琵琶桿嬢絵 4 0 0 0 0 18.26

計 17 18 2 4 13 11 19 0

**備 考欄は作表にあたり参考 とした文献 ・資料番号を示す
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表6量 綱の段数(奈 良時代)

No. 名 称 2段 3段 4段 5段 6段 7段 備 考

1 薬師寺三重塔 堂内装飾 0 0 14.57

2 唐招提寺金堂 堂内装飾 0 0 O 16.58

3 栄山寺八角堂 堂内装飾 0 0 o・ 0 ● 17

4 東大寺法華堂 内陣天蓋(東 西) 0 54

5 唐招提寺 牛皮華婁 0 15

6 正倉院北倉19百 索縷軸 0 O 0 24

7 正倉院中倉37漆 金薄絵盤(香 印坐)乙 号 0 0 20

8 正倉院中倉37漆 金薄絵盤(香 印坐)甲 号 0 20

9 正倉院中倉45絵 紙軸木 0 O 18.24

10 正倉 院中倉142-10沈 香金絵木画水精荘箱 0 0 20

11 正倉 院中倉143-15密 陀彩絵箱 0 1823

12 正倉 院中倉153-29蘇 芳地彩絵箱 O 23

13 正倉 院中倉155-31緑 地彩絵箱 0 23

14 正倉 院中倉157-33粉 地彩絵箱 O 0 0 18.22

15 正倉院中倉177碧 地彩絵几 0 18

16 正倉 院中倉177-2粉 地花形方几 0 0 0 18.23

17 正倉 院中倉177-10粉 地彩絵几 0 18.23

18 正倉 院中倉177-11粉 地彩絵八角几 0 0 0 21・24

19 正倉 院中倉177-12粉 地彩絵長方几 O 0 0 18.24

20 正倉 院中倉177-13粉 地彩絵長方几 0 0 0 1824

21 正倉 院中倉177-18彩 絵長花形几 0 18

22 正倉院中倉202檜 彩絵長方几 O 0 O

23 正倉院南倉101楓 蘇芳染螺釦槽琵琶桿棲絵 O 18.26

計 8 16 16 6 i 0

●条線文、○その他文様 **備 考欄は作表にあたり参考とした文献 ・資料番号を示す
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表7量 綱の組み合わせ(奈 良時代)

Na 名 称
量絢
種類
B/RO B/R B/O B/P ii GY/RO GY/R GY/0 GY/P GY/Br G/RO G/R G/0 G/P G/Br その他 備考

1 薬師寺三重塔 堂内装飾 6 0 0 0 0 0 0 O B/GY 14.57

2 唐招提寺金堂 堂内装飾 4 0 O 0 0 16.58

3 栄山寺八角堂 堂内装飾 5 0 0 0 17

4 東大寺法華堂 内陣天蓋(東西) 3 54

5 唐招提寺 牛皮華婁 2 15

6 正倉院北倉19百 索縷軸 4 0 0 0
P/RO,
P/G/RO

24

7 正倉院中倉37漆 金薄絵盤(香 印坐)乙 号 4 0 0 0 O
GY/P/B,

GY/RO/B
20

8 正倉院中倉37漆 金薄絵盤(香 印坐)甲 号 4 0 0 0 0
GY/P/B,
GY/RO/B

20

9 正倉院中倉45絵 紙軸木 4 0 0 0 18.24

10 正倉院中倉142-10沈 香金絵木画水精荘箱 5 0 0 20

11 正倉院中倉143-15密 陀彩絵箱 2 18.23

12 正倉院中倉153-29蘇 芳地彩絵箱 2 0 23

13 正倉院中倉155-31緑 地彩絵箱 3 0 0 23

14 正倉院中倉157-33粉 地彩絵箱 4 0 O 0 18.22

15 正倉院中倉177碧 地彩絵几 1 18

16 正倉院中倉177-2粉 地花形方几 4 0 O 18.23

17 正倉院中倉177-10粉 地彩絵几 4 0 O 18.23

18 正倉院中倉177-11粉 地彩絵八角几 5 O 0 0 G/B 21・24

19 正倉院中倉177-12粉 地彩絵長方几 4 0 O G/RO/B 18.24

20 正倉院中倉177-13粉 地彩絵長方几 5 O 0 18.24

21 正倉院中倉177-'18彩 絵長花形几 2 RO/BG 18

22 正倉院中倉202檜 彩絵長方几 4 O 0

23 正倉院南倉101楓 蘇芳染螺錨槽琵琶桿7&絵 4 0 0 18.26

計 13 1 2 6 0 4 1 0 9 0 4 2 1 8 0

**Bは 青系、GYは 緑黄系、Gは 緑系、Rは 赤系、ROは 赤榿系、Oは 榿系、Pは 紫系、Brは 褐色系

**備 考欄は作表にあたり参考 とした文献 ・資料番号を示す
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表8輪 郭線(奈 良時代)

No. 名 称 白 黄 赤 黒 そ の 他 備 考

1 薬師寺三重塔 堂内装飾 0 14.57

2 唐招提寺金堂 堂内装飾 0 1658

3 栄山寺八角堂 堂内装飾 0 0 O 17

4 東大寺法華堂 内陣天蓋(東 西) 金 54

5 唐招提寺 牛皮華婁 0 15

6 正倉院北倉19百 索縷軸 0 24

7 正倉院中倉37漆 金薄絵盤(香 印坐)乙 号 O 20

8 正倉院中倉37漆 金薄絵盤(香 印坐)甲 号 O 20

9 正倉院中倉45絵 紙軸木 18.24

10 正倉院中倉142-10沈 香金絵木画水精荘箱 0 0 20

11 正倉院中倉143-15密 陀彩絵箱 0 0 1823

12 正倉院中倉153-29蘇 芳地彩絵箱 23

13 正倉院中倉155-31緑 地彩絵箱 23

14 正倉院中倉157-33粉 地彩絵箱 濃紫(蓋 裏) 18.22

15 正倉院中倉177碧 地彩絵几 18

16 正倉 院中倉177-2粉 地花形方几 18.23

17 正倉 院中倉177-10粉 地彩絵几 金泥 18.23

18 正倉 院中倉177-11粉 地彩絵八角几 0 21・24

19 正倉 院中倉177-12粉 地彩絵長方几 金箔 18.24

20 正倉 院中倉177-13粉 地 彩絵長方几 0 0 金箔、暗紫など量綱の関連色 18.24

21 正倉 院中倉177-18彩 絵長花形几 0 18

22 正倉院中倉202檜 彩絵長方几 0

23 正倉院南倉101楓 蘇芳染螺鋼槽琵琶桿撲絵 0 O 18.26

計 4 3 10 3

**備 考欄は作表にあたり参考とした文献 ・資料番号を示す
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表9量 綱の種類(平 安時代前期)

No. 名 称 種 青 系 赤榿系 榿 系 赤 系 緑黄系 緑 系 紫 系 褐色系 備 考

1 観心寺如意輪観音像 台座(除 、蓮弁) 5 0 O O 0 O 29

2 観心寺如意輪観音像 台座蓮弁(A類) 5 O 0 O 0 0 29

3 観心寺如意輪観音像 台座蓮弁(B類) 4 0 0 0 O 29

4 室生寺薬師如来立像(伝 釈迦如来)板 光背 4 0 0 0 0 30

5 東寺西院御影堂 不動明王 板光背 4 O 0 0 0 31

6 東寺西院御影堂 不動明王 台座 4 0 0 O O 31

7 東寺西院御影堂 不動明王付天蓋 4 0 O O O 31

8 室生寺金堂 伝帝釈天曼茶羅図 3 0 O 0 31・32

9 室生寺地蔵菩薩立像 板光背(転 用) 4 0 0 0 0 30

10 当麻寺本堂板光背1号 4 O 0 0 0 33・34

11 慈尊院弥勒仏坐像 台座蓮弁 4 0 0 0 O 35

12 醍醐寺五重塔 壁画 3 0 O 0 37・38

13 醍醐寺五重塔 堂内装飾 4 0 O O 0 36

14 室生寺文殊菩薩立像 板光背 3 O 0 0 30

15 室生寺文殊菩薩立像 台座蓮弁 3 0 0 0 30

16 室生寺薬師如来立像 板光背 3 0 0 0 30

17 室生寺地蔵菩薩立像 台座蓮弁 3 0 0 0 30

18 当麻寺本堂板光背2号 3 0 0 0 33・34

18 13 0 13 2 16 5 0

**備 考欄は作表にあたり参考 とした文献 ・資料番号を示す
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表10量 綱の段数(平 安時代前期)

No. 名 称 2段 3段 4段 5段 6段 7段 備 考

1 観心寺如意輪観音像 台座(除 、蓮弁) 0 O O 0 29

2 観心寺如意輪観音像 台座蓮弁(A類) 0 0 0 0 O 29

3 観心寺如意輪観音像 台座蓮弁(B類) 0 0 0 0 0 29

4 室生寺薬師如来立像(伝 釈迦如来)板 光背 0 30

5 東寺西院御影堂 不動明王 板光背 O 0 31

6 東寺西院御影堂 不動明王 台座 0 31

7 東寺西院御影堂 不動明王付天蓋 0 0 O 0 31

8 室生寺金堂 伝帝釈天曼茶羅図 0 0 31・32

9 室生寺地蔵菩薩立像 板光背(転 用) 0 0 30

10 当麻寺本堂板光背1号 0 33・34

11 慈尊院弥勒仏坐像 台座蓮弁 0 0 0 0 35

12 醍醐寺五重塔 壁画 0 0 37・38

13 醍醐寺五重塔 堂内装飾 O・ ● 36

14 室生寺文殊菩薩立像 板光背 0 30

15 室生寺文殊菩薩立像 台座蓮弁 30

16 室生寺薬師如来立像 板光背 0 30

17 室生寺地蔵菩薩立像 台座蓮弁 O 0 30

18 当麻寺本堂板光背2号 0 33・34

計 4 13 13 6 3 1

●条線文、○その他文様
**備 考欄は作表にあたり参考とした文献 ・資料番号を示す
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表11量 網の組み合わせ(平 安時代前期)

No 名 称
量絢
種類
B/RO B/R B/O B/P ii GY/RO GY/R GY/0 GY/P GY/Br G/RO G/R G/0 G/P G/Br その他 備考

1 観心寺如意輪観音像 台座(除 、蓮弁) 5 O 0 P/RO 29

2 観心寺如意輪観音像 台座蓮弁(A類) 5 0 O 0 0 0 R/RO 29

3 観心寺如意輪観音像 台座蓮弁(B類) 4 O O O 0 29

4 室生寺薬師如来立像(伝釈迦如来)板光背 4 O 0 30

5 東寺西院御影堂 不動明王 板光背 4 0 0 31

6 東寺西院御影堂 不動明王 台座 4 O 0 31

7 東寺西院御影堂 不動明王付天蓋 4 0 0 31

8 室生寺金堂 伝帝釈天曼茶羅図 3 0 0 31・32

9 室生寺地蔵菩薩立像 板光背(転用) 4 0 0 0 30

10 当麻寺本堂板光背1号 4 0 0 33・34

11 慈尊院弥勒仏坐像 台座蓮弁 4 0 0 35

12 醍醐寺五重塔 壁画 3 O 0 37・38

13 醍醐寺五重塔 堂内装飾 4 0 0 0 36

14 室生寺文殊菩薩立像 板光背 3 0 O 30

15 室生寺文殊菩薩立像 台座蓮弁 3 0 0 30

16 室生寺薬師如来立像 板光背 3 30

17 室生寺地蔵菩薩立像 台座蓮弁 3 O 30

18 当麻寺本堂板光背2号 3 0 0 33・34

計 11 6 0 1 0 2 1 、0 2 0 5 10 0 2 0

**Bは 青系、GYは 緑黄系、Gは 緑系、Rは 赤系、ROは 赤榿系、Oは 榿系、Pは 紫系、Brは 褐色系

**備 考欄は作表にあたり参考とした文献 ・資料番号を示す
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表12輪 郭線(平 安時代前期)

No. 名 称 白 黄 赤 黒 その他 備 考

1 観心寺如意輪観音像 台座(除 、蓮弁) O 29

2 観心寺如意輪観音像 台座蓮弁(A類) 0 29

3 観心寺如意輪観音像 台座蓮弁(B類) 0 29

4 室生寺薬師如来立像(伝 釈迦如来)板 光背 0 O 金箔 30

5 東寺西院御影堂 不動明王 板光背 0 O 31

6 東寺西院御影堂 不動明王 台座 0 O 31

7 東寺西院御影堂 不動明王付天蓋 0 金箔 31

8 室生寺金堂 伝帝釈天曼1`図 0 31・32

9 室生寺地蔵菩薩立像 板光背(転 用) 0 0 金箔 30

10 当麻寺本堂板光背1号 0 33・34

11 慈尊院弥勒仏坐像 台座蓮弁 O 0 35

12 醍醐寺五重塔 壁画 0 金箔 37.38

13 醍醐寺五重塔 堂内装飾 O O 36

14 室生寺文殊菩薩立像 板光背 O 30

15 室生寺文殊菩薩立像 台座蓮弁 30

16 室生寺薬師如来立像 板光背 0 30

17 室生寺地蔵菩薩立像 台座蓮弁 0 30

18 当麻寺本堂板光背2号 0 0 33・34

計 10 7 3 4 4

**備 考欄は作表にあたり参考 とした文献 ・資料番号を示す
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表13量 綱の種類(平 安時代後期)

No. 名 称 種 青 系 赤榿系 榿 系 赤 系 緑黄系 緑 系 紫 系 褐色系 その他 備 考

1 平等院鳳鳳堂 堂内装飾 5 0 0 O O O 39-43

2 平等院鳳鳳堂 阿弥陀大小呪月輪 4 0 0 O O 44-46

3 霊山寺 薬師如来像 板光背 2 O 0 47-49

4
一

霊山寺 日光菩薩 板光背 3 0 0 0 47-49

5 霊山寺 月光菩薩 板光背 3 0 0 0 47-49

6 奈良国立博物館 牛皮華婁(呂 号) 4 0 0 0 O 50.51

7 奈良国立博物館 牛皮華婁(登 号) 4 0 0 O O 50.51

8 中尊寺経蔵 堂内装飾 4 0 0 0 0 60

9 願成寺(白 水)阿 弥陀堂 堂内装飾 6 0 0 0 O 0 黄系 61

10 富貴寺大堂 堂内装飾 5 0 0 O 0 O 52.53.63

計 9 6 0 7 0 10 4 3

表14量 綱の段数(平 安時代後期)

**備 考欄は作表にあたり参考とした文献 ・資料番号を示す

No. 名 称 2段 3段 4段 5段 6段 7段 備 考

1 平等院鳳鳳堂 堂内装飾 0 o・ o・ o・ ● 39-43

2 平等院鳳風堂 阿弥陀大小呪月輪 0 0 44-46

3 霊山寺 薬師如来像 板光背 47-49

4 霊山寺 日光菩薩 板光背 47-49

5 霊山寺 月光菩薩 板光背 47-49

6 奈良国立博物館 牛皮華婁(呂 号) O 0 O 5051

7 奈良国立博物館 牛皮華婁(登 号) 0 50.51

8 中尊寺経蔵 堂内装飾 0 ● 60

9 願成寺(白 水)阿 弥陀堂 堂内装飾 O 0 0 ● ● 61

10 富貴寺大堂 堂内装飾 0 O ● ● 52.53.63

計 3 5 6 4 2 2

●条線文、○その他文様 **備 考欄は作表にあたり参考とした文献 ・資料番号を示す
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表15量 綱の組み合わせ(平 安時代後期)

No. 名 称 量絢
種類
B/RO B/R B/O B/P ii GY/RO GY/R GY/0 GY/P GY/Br G/RO G/R G/0 G/P G/Br その他 備 考

1 平等院鳳鳳堂 堂内装飾 5 O 0 0 0 0 39-43

2 平等院鳳風堂 阿弥陀大小呪月輪 4 O 0 44-46

3 霊山寺 薬師如来像 板光背 2 0 47-49

4 霊山寺 日光菩薩 板光背 3 0 0 47-49

5 霊山寺 月光菩薩 板光背 3 0 0 47-49

6 奈良国立博物館 牛皮華婁(呂 号) 4 0 O 50.51

7 奈良国立博物館 牛皮華婁(登 号) 4 O O 50.51

8 中尊寺経蔵 堂内装飾 4 O 0 60

9 願成寺(白 水)阿 弥陀堂 堂内装飾 6 0 O Y/R,Y/Br 61

10 富貴寺大堂 堂内装飾 5 O O 52.53.63

計 5 5 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 0 4 3

表16輪 郭線(平 安時代後期)

**Bは 青系、GYは 緑黄系、Gは 緑系、Rは 赤系、ROは 赤榿系、Oは1Q系 、Pは 紫系、Brは 褐色系

**備 考欄は作表にあたり参考 とした文献 ・資料番号を示す

No. 名 称 白 黄 赤 黒 その他 備考

1 平等院鳳鳳堂 堂内装飾 O 0 39-43

2 平等院鳳鳳堂 阿弥陀大小呪月輪 0 44-46

3 霊山寺 薬師如来像 板光背 47-49

4 霊山寺 日光菩薩 板光背 47-49

5 霊山寺 月光菩薩 板光背 47-49

6 奈良国立博物館 牛皮華婁(呂 号) 0 50.51

7 奈良国立博物館 牛皮華婁(登 号) 0 50.51

8 中尊寺経蔵 堂内装飾 0 60

9 願成寺(白 水)阿 弥陀堂 堂内装飾 0 61

10 富貴寺大堂 堂内装飾 0 52.53.63

計 7 0 1 0

**備 考欄は作表にあたり参考とした文献 ・資料番号を示す
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表17量 網の種類(鎌 倉時代)

No. 名 称 種 青 系 赤1:5.系 榿 系 赤 系 緑黄系 緑 系 紫 系 褐色系 その他 備 考

1 石山寺多宝塔 堂内装飾 7 0 0 O 0 0 0 群緑系 54・62

2 東大寺僧形八幡神坐像 台座蓮弁 2 0 0 55

3 興福寺北円堂 堂内装飾 3 O O 0 56.64

4 浄瑠璃寺吉祥天立像 台座蓮弁 4 0 O 0 0 57

5 浄瑠璃寺吉祥天立像 厨子 6 0 O 0 0 0 緑褐色系 57

6 海住山寺五重塔 堂内装飾 5 0 0 0 0 群緑系 57.65

7 金剛三昧院多宝塔 堂内装飾 4 0 O 0 0 66

計 6 2 0 7 0 7 3 3 3

表18量 綱の段数(鎌 倉時代)

**備 考欄は作表にあたり参考とした文献 ・資料番号を示す

No. 名 称 2段 3段 4段 5段 6段 7段 備 考

1 石山寺多宝塔 堂内装飾 O o・ ● ● 54・62

2 東大寺僧形八幡神坐像 台座蓮弁 0 O 55

3 興福寺北円堂 堂内装飾 0 o・ 56.64

4 浄瑠璃寺吉祥天立像 台座蓮弁 0 0 57

5 浄瑠璃寺吉祥天立像 厨子 O 0 0 0 57

6 海住山寺五重塔 堂内装飾 0 O・ ● 57・65

7 金剛三昧院多宝塔 堂内装飾 0 0 o・ ● ● 66

計 3 4 4 7 3 1

●条線文、○その他文様
**備 考欄は作表にあたり参考とした文献 ・資料番号を示す
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表19量 綱の組み合わせ(鎌 倉時代)

No. 名 称
量絢
種類
B/RO B/R B/O B/P ii GY/RO GY/R GY/0 GY/P GY/Br G/RO G/R G/0 G/P G/Br その他 備考

1 石山寺多宝塔 堂内装飾 7 O O 0 54・62

2 東大寺僧形八幡神坐像 台座蓮弁 2 0 55

3 興福寺北円堂 堂内装飾 3 0 0 56・64

4 浄瑠璃寺吉祥天立像 台座蓮弁 4 0 0 0 57

5 浄瑠璃寺吉祥天立像 厨子 6 0 O
GBr/R/B,
RO/V/G

57

6 海住山寺五重塔 堂内装飾 5 0 0 0 B/G 57・65

7 金剛三昧院多宝塔 堂内装飾 4 0 O 0 B/G 66

計 1 5 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5 0 3 2

*Bは 青系、GYは 緑黄系、Gは 緑系、Rは 赤系、ROは 赤榿系、Oは 榿系、Pは 紫系、Brは 褐色系

**備 考欄は作表にあたり参考 とした文献 ・資料番号を示す

表20輪 郭線(鎌 倉時代)

No. 名 称 白 黄 赤 黒 その他 備考

1 石山寺多宝塔 堂内装飾 0 0 群緑 54・62

2 東大寺僧形八幡神坐像 台座蓮弁 O 55

3 興福寺北円堂 堂内装飾 0 56.64

4 浄瑠璃寺吉祥天立像 台座蓮弁 0 57

5 浄瑠璃寺吉祥天立像 厨子 0 57

6 海住山寺五重塔 堂内装飾 0 57・65

7 金剛三昧院多宝塔 堂内装飾 0 O 66

計 2 1 6 0 1

**備 考欄は作表にあたり参考とした文献 ・資料番号を示す
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TheHistoricalStudyofUngen-saishiki

MlyuklKURITA

Summary

Ungen-saishikiorUngencoloringisatypeofcoloringtechniqueinwhichseveralgradation

ofcolorl),eachcolors2)havelightersteptodarkerstep,areplacedsidebysideforthe

stereoscopiceffectorsplendiddecoration.

Thistechnique,originallyfromChina,appliedtoBuddhistpaintings,temples,statues,and

alterparapherrnalia3)inNaraandHeianperiod(7^-IOC)mainly.

InJapanthisUngenchangedinitsoutlinecolor,combinationofcolor,thesort(type)of

UngenandtheeffectofthosecoloringineachperiodfromthebeginningofUngentechnique

(Asuka-Hakuhoperiod,endof6C)throughtheendofit(Kamakuraperiod,11C).
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